
ま
ち
の
話
題

特
集

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

ら
、
農
地
所
有
者
の
方
と
の
交
渉
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
農
地
の
こ
と
を
深
掘
り
す
る
中
で
、

こ
れ
ま
で
お
付
き
合
い
す
る
こ
と
の
な

か
っ
た
土
地
家
屋
調
査
士
の
方
や
、
造

成
、
伐
採
、
配
管
、
井
戸
掘
り
の
専
門

家
の
方
々
と
接
す
る
機
会
も
出
て
き

て
、
多
く
の
人
の
力
に
よ
っ
て
農
地
、

ひ
い
て
は
地
域
の
景
観
が
維
持
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
並
行

し
て
、
仁
木
・
余
市
の
新
規
就
農
者
の

仲
間
の
作
業
（
古
い
果
樹
の
伐
採
・
焼

却
、
整
地
、
石
拾
い
、
測
量
、
杭
打

ち
、
苗
植
え
、
灌
水
な
ど
）
を
手
伝
う

中
で
、
農
地
取
得
と
圃
場
整
備
の
様
々

な
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
、
「
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
？
」

「
ど
こ
ま
で
手
（
お
金
）
を
か
け
る

か
？
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
く
上
で
、
逆

に
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
自
分
で
も
圃
場
整
備
の
一
部

が
で
き
る
よ
う
、
近
日
、
小
型
建
設
機

械
（
ユ
ン
ボ
等
）
の
技
能
講
習
も
受
け

る
予
定
で
す
。

　
こ
う
し
て
、
「
早
く
将
来
の
事
業
の

見
通
し
を
つ
け
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

と
、
「
一
生
も
の
だ
か
ら
じ
っ
く
り
見

極
め
る
べ
き
」
と
い
う
気
持
ち
の
間
を

日
々
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
が
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
卒
業
す
る
再
来
年
の
春

に
は
自
分
の
畑
で
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
の
苗

の
作
付
け
が
開
始
で
き
る
よ
う
、
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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英語で「Sunflower（サ
ンフラワー）」日本では
「向日葵」など、世界中
の言語で名前に”太陽”
を意味する言葉が含まれ
る「ひまわり」。その明
るく大きな花は、私たち
をはつらつと明るい気持
ちにしてくれます。私た
ちも太陽に顔を向け、今
できることに精一杯取り
組み、コロナ禍の難局を
乗り越えていきましょ
う。（撮影場所／大江） ●お問い合わせ先　総務課広報交通係 ☎32-2511

４
月
に
東
京
か
ら
仁
木
町

に
移
住
、
将
来
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
設
立
を
目
指
し
て
の
活
動
も
２
年

目
の
夏
を
迎
え
ま
し
た
。
１
年
目
の
春

〜
秋
は
農
業
研
修
、
冬
に
は
ワ
イ
ナ

リ
ー
で
の
醸
造
研
修
や
フ
ラ
ン
ス
・
長

野
・
東
北
な
ど
国
内
外
の
ワ
イ
ン
産
地

訪
問
を
行
い
、
日
々
手
探
り
状
態
な
が

ら
も
多
く
の
貴
重
な
経
験
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
仁
木
・
余
市

の
ワ
イ
ン
関
係
の
方
々
の
緩
や
か
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
加
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
、
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
、

あ
る
い
は
「
ち
ょ
っ
と
畑
手
伝
っ
て

よ
」
と
い
う
応
援
要
請
を
い
た
だ
く
機

会
も
増
え
、
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
２
年
目
の
目
標
は
、
栽
培
・
醸
造
と

ワ
イ
ナ
リ
ー
経
営
に
関
す
る
知
見
を
一

層
深
め
る
こ
と
と
、
就
農
す
る
た
め
の

農
地
の
確
保
で
す
。
４
月
以
降
、
①
近

隣
の
ベ
テ
ラ
ン
生
産
者
の
下
で
の
農
業

研
修
、
②
仁
木
・
余
市
の
ワ
イ
ン
系
新

規
就
農
者
の
手
伝
い
、
③
農
地
探
し
を

メ
イ
ン
に
活
動
し
て
お
り
、
今
秋
以
降

は
④
道
内
の
著
名
醸
造
家
の
下
で
の
醸

造
研
修
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
中
で
も
一
番
苦
労
し
て
い

る
の
は
③
農
地
探
し
で
す
。
一
般
に
ワ

イ
ン
ぶ
ど
う
に
適
し
た
土
地
は
、
日
当

た
り
・
風
通
し
・
水
は
け
の
よ
い
斜
面

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
都
合
よ
く
農

地
情
報
が
出
て
く
る
こ
と
は
な
い
の

で
、
地
域
の
農
業
委
員
の
方
に
定
期
的

に
連
絡
を
取
っ
て
情
報
収
集
す
る
と
と

も
に
、
他
の
購
入
希
望
の
方
が
見
送
っ

た
物
件
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
な
ど
、

粘
り
強
く
可
能
性
を
探
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
耕
作
地
・
圃
場
と
し

て
は
も
ち
ろ
ん
、
住
居
や
醸
造
設
備
の

設
置
も
あ
わ
せ
て
考
え
た
場
合
、
近
く

に
水
道
が
通
っ
て
い
な
い
、
大
き
く

な
っ
た
防
風
林
が
日
陰
を
作
っ
て
し
ま

う
、
地
権
者
が
入
り
組
ん
で
い
て
境
界

が
曖
昧…

な
ど
、
微
妙
な
条
件
の
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
克
服
す
る

方
法
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
認
し
な
が

昨
年

今月の表紙

広
報
仁
木
で
は
、

広
報
の
表
紙
を
飾

る
、
町
内
の
四
季

を
切
り
取
っ
た
写

真
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
だ
け
で
な

く
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
い

た
だ
い
た
写
真
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

『
と
っ
て
お
き
の

仁
木
町
』
の
写
真

を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
応
募

方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

表
紙
写
真
募
集
中

仁木町
地
域

お
こし協力

隊
コ
ラ

ム

No.29

なぁ～に。地域をおこすって

仁木町地域おこし協力隊コラム

8

特  

集
地
方
創
生
実
現
に
向
け
た

５
つ
の
新
事
業
ス
タ
ー
ト

北海道仁木町広報紙／令和２年８月13日発行 通算789号

2020
令和２年

仁木町地域おこし協力隊コラム

●ひとの動き
　人口／3,206人（前月比＋4）  男性／1,546人（前月比－1）  女性／1,660人（前月比＋5）  世帯数／1,669世帯（前月比＋2）
　外国人人口／73人  男性／15人  女性／58人  世帯数／69世帯 （令和２年７月31日現在 住民基本台帳より ※外国人人口及び世帯数は外数です）

仁木町地域おこし協力隊

活動2年目、畑仕事に、
農地探しに、日々奮闘中！
活動2年目、畑仕事に、
農地探しに、日々奮闘中！

福　光　賢　治福　光　賢　治



　
最
近
、
様
々
な
場
面
で
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
電
子

マ
ネ
ー
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
。
そ
の
便
利
さ
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
従
業
員

と
利
用
者
の
接
触
機
会
が

減
っ
た
り
、
支
払
い
の
際
に

現
金
に
触
れ
る
こ
と
が
な
く

衛
生
的
で
、
感
染
症
が
流
行

し
に
く
い
環
境
作
り
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

3事業

れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
電
子
マ
ネ
ー

『
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
』
決
済
シ
ス
テ

ム
を
ニ
キ
バ
ス
に
導
入
し
、

公
共
交
通
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
を
進
め
、
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ん
の
利
便
性
向
上
を
図

り
つ
つ
、
衛
生
的
で
感
染
症

に
強
い
環
境
作
り
を
進
め
ま

す
。

『
ニ
キ
バ
ス
』に
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
決
済

シ
ス
テ
ム
導
入

施設の利用者さんの中には、社会生活で必要な
お金の管理が難しい方もいらっしゃるので、利

用に当たってのルール作りなどに取り組んでいま
す。電子マネーは、乗務員さんとの接触や、お金に触

れることなく決済ができるので、感染症の予防にも有効だと
思いますし、今後主流になっていくであろう電子マネー、
キャッシュレス決済を利用することで、新たな社会性を身に
つけられるという点も大きなメリットだと思います。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
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福
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Ｐ
Ｏ
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さ
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さ
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声
皆さんの
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Ｐ
Ｏ
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さ
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優 

紀 

さ
ん
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事業

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

町
特
産
品
Ｐ
Ｒ
機
会
の
創
出

高
齢
者
向
け
の
『
新
し
い
つ
な
が
り
』

創
出
に
向
け
た
実
証
試
験

　
全
国
的
に
外
出
、
旅
行
な
ど
が
自
粛
ム
ー
ド
の

中
、
本
町
で
も
さ
く
ら
ん
ぼ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
フ

ル
ー
ツ
＆
ワ
イ
ン
マ
ラ
ニ
ッ
ク
の
中
止
な
ど
で
来
町

す
る
観
光
客
数
が
減
少
し
、
旬
を
迎
え
て
い
る
様
々

な
く
だ
も
の
・
ワ
イ
ン
な
ど
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る

機
会
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
多
く

の
閲
覧
が
見
込
ま
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
媒
体
へ
の

町
特
産
品
Ｐ
Ｒ
記
事
掲
載
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
各
種
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

消
費
需
要
の
喚
起
や
、
地
域
経
済
の
回
復
、
関
係
人

口
の
創
出
・
拡
大
を
目
指
す
取
組
を
進
め
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
な
ど
を

利
用
し
た
、
様
々
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

は
、
今
や
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
ほ
ど
私
た
ち
の

生
活
と
関
り
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
今
後

町
全
体
に
光
フ
ァ
イ
バ
網
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
見

据
え
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
ニ
キ
バ
ス

や
、
外
出
支
援
の
予
約
機
能
を
持
っ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
端
末
を
配
付
し
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
新
し
い
生
活
様
式
に
沿
っ
た
「
新
し

い
つ
な
が
り
」
を
作
り
だ
し
、
よ
り
住
み
や
す
い
仁

木
町
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新  事業スタート５つの

町
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備

で
町
内
の
情
報
格
差
を
解
消

　
人
と
の
接
触
機
会
を
減
ら
す
こ

と
は
、
感
染
症
予
防
に
大
き
な
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
暮
ら
し
の

中
で
は
仕
事
や
通
学
な
ど
、
ど
う

し
て
も
接
触
を
避
け
ら
れ
な
い
場

面
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ら
を
回
避
す
る
た
め
、テ
レ

ワ
ー
ク
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
、
国

が
進
め
る
教
育
の
新
し
い
形
『
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
』
な
ど
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
の
重
要
性
が
非

常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
新
し
い
需
要
に
対
応

す
る
た
め
、
町
で
は
光
フ
ァ
イ
バ

ケ
ー
ブ
ル
を
、
町
内
全
域
に
整

備
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
情
報

格
差
が
解
消
さ
れ
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
取
組
に
よ
る
感
染
症
の
予

防
や
、ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
、
情

報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
新
し

い
社
会
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き

ま
す
。

こ の 地 区 に あ る 情 報 通 信 網 は
ADSL回線で、パソコン作業や、
今年から感染症対策に始めたオン
ライン会議・社員の採用面接、コ
ロナ禍の中で強化していこうと考
えているインターネット販売など
が非常にやり難く、これまで以上
に高速回線の必要性を感じていた
ので、今回の取組は非
常にありがたいです
ね。

今年に入り、感染症の
リスクを避けるためオンラ

イン会議なども行うのですが、
なかなかスムーズに行うことが
できず、改めて通信環境の重要
さを痛感していたところでした
ので、今回のお話はとても嬉し
いです。この事業でコロナ対策
はもちろん、町全体の通信環境
が向上し、色々な可能性が出て
くるのではと思います。
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事業　
新
し
い
日
常
の
中
で
は
、
マ
ス
ク
の
着
用

が
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
暑

い
季
節
に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
と
、
熱
中
症

の
リ
ス
ク
が
大
き
く
高
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、
定
期
的
な
室
内
換
気
も
『
３
密
』

を
避
け
、
感
染
症
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る

上
で
、
率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
事
項

で
す
。

　
町
で
は
、
ま
だ
幼
く
状
況
に
合
わ
せ
た
感

染
症
対
策
が
自
分
で
は
難
し
い
子
ど
も
た
ち

の
た
め
、
大
江
、
銀
山
の
両
へ
き
地
保
育
所

に
給
換
気
機
能
付
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
行
う

こ
と
で
、
熱
中
症
対
策
、
３
密
対
策
は
も
ち

ろ
ん
、
よ
り
快
適
で
付
加
価
値
の
高
い
幼
児

保
育
の
場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　熱中症対策や、手
指の消毒、３密の回
避など、子どもたち
のために大人が気を
配ってあげなければ
ならないことが多く
ありますので、熱中
症対策と、換気が行
えるエアコン
の設置はと
ても助か
ります。

寺
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さ
ん

寺
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さ
ん

大
江
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保
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声
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江
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江
、
銀
山
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地
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エ
ア
コ
ン
設
置

事業

特集

地方創生実現に向けた
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
べ
く
『
新
し
い
生
活
様
式
』

『
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
』
な
ど
が
示
さ
れ
、
私
た
ち
の
生
活

様
式
と
日
常
の
意
識
は
、
新
し
い
も
の
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
逆
風
の
中
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
が
通
用
し
な

く
な
り
、
新
た
な
課
題
が
持
ち
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
危
機
を
好
機
に
変
え
て
い
く
た
め
、
仁
木
町
で
は
国
の

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
』
を
活
用
し
、
国
が
示
す
『
新
し
い
生
活
様
式
』
に
関
連

す
る
『
地
域
未
来
構
想
20
』
を
ふ
ま
え
、
新
し
い
日
常
の
中

で
の
地
方
創
生
実
現
に
向
け
た
新
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
こ
れ
か
ら
変
化
し
て
い
く
日
常
を
見

据
え
、
よ
り
良
い
生
活
様
式
の
実
現
を
目
指
し
取
り
組
む
、

５
つ
の
新
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
と
は
？

　
地
方
公
共
団
体
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
支
援
す
る

交
付
金
。
①
社
会
的
な
環
境
の

整
備
、
②
新
た
な
暮
ら
し
の
ス
タ

イ
ル
の
確
立
、
③
新
た
な
付
加
価

値
を
生
み
出
す
消
費
・
投
資
の
促

進
の
た
め
の
活
用
を
軸
に
、
地
方

創
生
実
現
に
向
け
た
事
業
が
交

付
対
象
と
な
り
、
今
回
は
第
２

次
分
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
第
１
次
交
付
分
で
、

町
内
全
戸
へ
マ
ス
ク
の
配
布
、

『
仁
木
の
お
店
応
援
商
品
券
』

の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

『
地
域
未
来
構
想
20
』
と
は
？

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
、
①
〜
③
を
ふ
ま
え

た
、
地
域
で
取
り
組
む
べ
き
20

の
政
策
分
野
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

①
社
会
的
な
環
境
の
整
備
▼
３

密
対
策
▼
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
▼
防
災
Ｉ
Ｔ
化
な
ど

②
新
た
な
暮
ら
し
の
ス
タ
イ
ル

の
確
立
▼
教
育
▼
リ
ビ
ン
グ

シ
フ
ト
▼
ハ
ー
ト
フ
ル
な
ど

③
新
た
な
付
加
価
値
を
生
み
出

す
消
費
・
投
資
の
促
進
▼
強

い
農
林
水
産
▼
商
品
券
・
旅

行
券
な
ど

よ
り
よ
い
生
活
様
式
の
実
現
を
目
指
し
て

ま
ち
の
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題
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ザ
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知
ら
せ

く
ら
し
の
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よ
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最
近
、
様
々
な
場
面
で
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
電
子

マ
ネ
ー
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
。
そ
の
便
利
さ
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
従
業
員

と
利
用
者
の
接
触
機
会
が

減
っ
た
り
、
支
払
い
の
際
に

現
金
に
触
れ
る
こ
と
が
な
く

衛
生
的
で
、
感
染
症
が
流
行

し
に
く
い
環
境
作
り
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

3事業

れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
電
子
マ
ネ
ー

『
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
』
決
済
シ
ス
テ

ム
を
ニ
キ
バ
ス
に
導
入
し
、

公
共
交
通
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
を
進
め
、
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ん
の
利
便
性
向
上
を
図

り
つ
つ
、
衛
生
的
で
感
染
症

に
強
い
環
境
作
り
を
進
め
ま

す
。
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Ｗ
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Ｏ
Ｎ
決
済

シ
ス
テ
ム
導
入

施設の利用者さんの中には、社会生活で必要な
お金の管理が難しい方もいらっしゃるので、利

用に当たってのルール作りなどに取り組んでいま
す。電子マネーは、乗務員さんとの接触や、お金に触

れることなく決済ができるので、感染症の予防にも有効だと
思いますし、今後主流になっていくであろう電子マネー、
キャッシュレス決済を利用することで、新たな社会性を身に
つけられるという点も大きなメリットだと思います。
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

町
特
産
品
Ｐ
Ｒ
機
会
の
創
出

高
齢
者
向
け
の
『
新
し
い
つ
な
が
り
』

創
出
に
向
け
た
実
証
試
験

　
全
国
的
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外
出
、
旅
行
な
ど
が
自
粛
ム
ー
ド
の

中
、
本
町
で
も
さ
く
ら
ん
ぼ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
フ

ル
ー
ツ
＆
ワ
イ
ン
マ
ラ
ニ
ッ
ク
の
中
止
な
ど
で
来
町

す
る
観
光
客
数
が
減
少
し
、
旬
を
迎
え
て
い
る
様
々

な
く
だ
も
の
・
ワ
イ
ン
な
ど
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る

機
会
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
多
く

の
閲
覧
が
見
込
ま
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
媒
体
へ
の

町
特
産
品
Ｐ
Ｒ
記
事
掲
載
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
各
種
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

消
費
需
要
の
喚
起
や
、
地
域
経
済
の
回
復
、
関
係
人

口
の
創
出
・
拡
大
を
目
指
す
取
組
を
進
め
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
な
ど
を
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様
々
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ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

は
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切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
ほ
ど
私
た
ち
の

生
活
と
関
り
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
今
後

町
全
体
に
光
フ
ァ
イ
バ
網
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
見

据
え
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
ニ
キ
バ
ス

や
、
外
出
支
援
の
予
約
機
能
を
持
っ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
端
末
を
配
付
し
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
新
し
い
生
活
様
式
に
沿
っ
た
「
新
し

い
つ
な
が
り
」
を
作
り
だ
し
、
よ
り
住
み
や
す
い
仁

木
町
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新  事業スタート５つの

町
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備

で
町
内
の
情
報
格
差
を
解
消

　
人
と
の
接
触
機
会
を
減
ら
す
こ

と
は
、
感
染
症
予
防
に
大
き
な
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
暮
ら
し
の

中
で
は
仕
事
や
通
学
な
ど
、
ど
う

し
て
も
接
触
を
避
け
ら
れ
な
い
場

面
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ら
を
回
避
す
る
た
め
、テ
レ

ワ
ー
ク
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
、
国

が
進
め
る
教
育
の
新
し
い
形
『
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
』
な
ど
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
の
重
要
性
が
非

常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
新
し
い
需
要
に
対
応

す
る
た
め
、
町
で
は
光
フ
ァ
イ
バ

ケ
ー
ブ
ル
を
、
町
内
全
域
に
整

備
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
情
報

格
差
が
解
消
さ
れ
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
取
組
に
よ
る
感
染
症
の
予

防
や
、ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
、
情

報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
新
し

い
社
会
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き

ま
す
。

こ の 地 区 に あ る 情 報 通 信 網 は
ADSL回線で、パソコン作業や、
今年から感染症対策に始めたオン
ライン会議・社員の採用面接、コ
ロナ禍の中で強化していこうと考
えているインターネット販売など
が非常にやり難く、これまで以上
に高速回線の必要性を感じていた
ので、今回の取組は非
常にありがたいです
ね。

今年に入り、感染症の
リスクを避けるためオンラ

イン会議なども行うのですが、
なかなかスムーズに行うことが
できず、改めて通信環境の重要
さを痛感していたところでした
ので、今回のお話はとても嬉し
いです。この事業でコロナ対策
はもちろん、町全体の通信環境
が向上し、色々な可能性が出て
くるのではと思います。
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事業　
新
し
い
日
常
の
中
で
は
、
マ
ス
ク
の
着
用

が
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
暑

い
季
節
に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
と
、
熱
中
症

の
リ
ス
ク
が
大
き
く
高
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、
定
期
的
な
室
内
換
気
も
『
３
密
』

を
避
け
、
感
染
症
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る

上
で
、
率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
事
項

で
す
。

　
町
で
は
、
ま
だ
幼
く
状
況
に
合
わ
せ
た
感

染
症
対
策
が
自
分
で
は
難
し
い
子
ど
も
た
ち

の
た
め
、
大
江
、
銀
山
の
両
へ
き
地
保
育
所

に
給
換
気
機
能
付
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
行
う

こ
と
で
、
熱
中
症
対
策
、
３
密
対
策
は
も
ち

ろ
ん
、
よ
り
快
適
で
付
加
価
値
の
高
い
幼
児

保
育
の
場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　熱中症対策や、手
指の消毒、３密の回
避など、子どもたち
のために大人が気を
配ってあげなければ
ならないことが多く
ありますので、熱中
症対策と、換気が行
えるエアコン
の設置はと
ても助か
ります。
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『
も
り
も
と
』×

『
仁
木
町
』特
産
サ
ク
ラ
ン
ボ
に
新
し
い
価
値
を

稼
働
３
年
目
。
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
営
農
を

さ
く
ら
ん
ぼ
シ
ョ
ー
ト
限
定
販
売

ま
ち
の
話
題

①『仁木町産さくらんぼショー
ト』水門のジャムもあしらわ
れ、町産サクランボの美味しさ
を丸ごと楽しめる②パティシエ
の和泉洋平さん（写真右）「収
穫から加工まで自分で行うのが
物作りの原点。有意義な取組
だった」と佐藤町長③「一杯
なってる！すごいすごい！」
と、町内果樹園で収穫に励む社
員の皆さま④「加工することで
より美味しくなる水門や正光錦
の良さを引き出せるよう工夫し
ました」と和泉さん

町
産
ミ
ニ
ト
マ
ト
出
荷
本
格
化

農

食

　
平
成
28
年
か
ら
仁
木
町
と
包
括
連

携
協
定
を
結
ん
で
い
る
、
株
式
会
社

も
り
も
と
（
森
本
真
司
代
表
取
締
役

社
長
／
千
歳
市
）
か
ら
、
同
社
社
員

の
皆
さ
ま
が
町
内
果
樹
園
で
収
穫
し

た
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
『
水
門
』
と
『
正

光
錦
』
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た

『
仁
木
町
産
さ
く
ら
ん
ぼ
シ
ョ
ー

ト
』
が
７
月
に
１
５
０
０
個
限
定
で

販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
の
森
本
真
司
社
長
は
「
仁
木

町
の
皆
さ
ま
と
も
り
も
と
の
お
付
き

合
い
は
、
今
年
、
５
年
目
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
た
び
の
取
組
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
が
観

光
や
消
費
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
中
『
私
た
ち
に
何
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
』
と
考
え
、
佐
藤
町
長

に
ご
相
談
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
実

現
し
た
も
の
で
す
。
『
仁
木
町
産
さ

く
ら
ん
ぼ
シ
ョ
ー
ト
』
は
、
店
頭
の

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
中
で
大
変
綺
麗
に

彩
ら
れ
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
早
い

時
間
に
完
売
す
る
店
舗
も
多
く
、
お

客
さ
ま
に
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
。
今
後
も
本

町
と
連
携
し
、
お
客
さ
ま
に
仁
木
町

の
魅
力
を
活
か
し
た
、
価
値
あ
る
商

品
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
お
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

NEWS

①

②④

③

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
町
産
ミ
ニ
ト
マ
ト

の
出
荷
が
本
格
化
し
、
Ｊ
Ａ
新
お
た

る
ミ
ニ
ト
マ
ト
集
出
荷
貯
蔵
施
設
の

職
員
の
皆
さ
ま
は
連
日
出
荷
作
業
に

追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
お
た
る
農
業
協
同
組
合
事
業
振

興
部
の
野
呂
巧
部
長
は
「
シ
ー
ズ
ン

初
期
は
日
照
不
足
な
ど
で
色
づ
き
が

悪
か
っ
た
が
、
出
荷
開
始
時
期
な
ど

は
お
お
む
ね
例
年
ど
お
り
で
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
外
出
自
粛
の
影
響
か

ら
、
家
庭
で
の
需
要
が
高
ま
っ
て
お

り
、
こ
れ
が
良
い
結
果
に
結
び
付
け

ば
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

①

①①

②

②②

③

③③

　
施
設
で
働
く
職
員
の
皆
さ
ま
は
、

全
員
マ
ス
ク
な
ど
を
着
用
、
作
業
場

に
も
ビ
ニ
ー
ル
の
仕
切
り
が
張
ら
れ

る
な
ど
感
染
予
防
を
徹
底
し
つ
つ
作

業
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　「
今
年
は
当
施
設
稼
働
３
年
目
。

農
業
者
に
も
、
こ
れ
ま
で
と
は
色
々

な
面
で
違
う
と
い
う
意
識
が
定
着
し

て
き
て
い
る
。
よ
り
効
率
的
、
効
果

的
な
営
農
に
結
び
付
け
て
欲
し
い
」

と
同
職
員
の
西
岡
一
彦
さ
ん
。
町
農

業
の
大
黒
柱
と
も
い
え
る
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
は
、
今
ま
さ
に

最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

①農家から持ち込まれる、はち切れんばかりに
熟した真っ赤なミニトマト②最先端のセンサー
を持つ選果ラインと職員による手選別が品質の
要③糖度計測定値と、選果機センサー測定値の
誤差を埋める作業。こうしたデータを蓄積し、
更なる高品質ミニトマトの生産を目指す④全国
への出荷を待つミニトマト。全国有数の夏秋ミ
ニトマト産地仁木町の名を一身に背負う

④

④④

ま
ん
え
ん

①直売所の様子。仕切
りのビニールシートに
は（一社）仁木町観光
協会が定めたガイドラ
インと新北海道スタイ
ル。②「早くコロナ禍が
収まるといいね」と、サ
クランボのパック詰め
もマスク姿で③たわわ
に実る佐藤錦。観光果
樹園では試食を中止し
たり、食べた後の種な
どは各自持ち帰りをお
願いするなどして感染
予防を徹底。観光客の
皆さまは快く協力して
くれるとのこと

①②

③

①②

③

知
識
と
情
熱
を
も
っ
て
本
町
農
業
の
活
性
化
を

新
農
業
委
員
12
名
決
ま
る
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『
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
』
に
取
り
組
み
、
お
客
様
に
安
心
と
満
足
を

町
内
果
樹
観
光
シ
ー
ズ
ン
本
格
化

　
仁
木
町
の
夏
を
代
表
す
る
真
っ
赤
な

サ
ク
ラ
ン
ボ
。
今
年
も
ほ
ぼ
例
年
ど
お

り
７
月
初
旬
か
ら
最
盛
期
を
迎
え
、
佐

藤
錦
、
紅
秀
峰
、
南
陽
な
ど
を
買
い
求

め
る
観
光
客
で
、
観
光
果
樹
園
は
賑
わ

い
を
見
せ
ま
し
た
。

　（
一
社
）
仁
木
町
観
光
協
会
（
寒
河
江

仁
会
長
）
が
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

ほ
か
、
『
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
』
に
も

多
く
の
観
光
果
樹
園
が
取
り
組
み
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
を
徹

底
。
寒
河
江
会
長
は
「
例
年
に
比
べ
て

個
人
の
お
客
さ
ま
の
来
町
が
多
い
と
感

じ
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
団
体
の
お
客
さ
ま
が
激
減
し
、
各

農
園
対
応
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
と
し
て
は
今
後
も
感
染
予
防
の
取
組

を
徹
底
し
て
、
お
客
さ
ま
に
は
仁
木
町

に
来
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
欲
し
い
で

す
ね
」
と
お
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

観

　
第
一
回
農
業
委
員
会
総
会
の

開
催
に
合
わ
せ
新
農
業
委
員
の

辞
令
交
付
式
を
行
い
、
佐
藤
町

長
か
ら
新
農
業
委
員
に
辞
令
書

を
交
付
し
ま
し
た
。

　
任
命
さ
れ
た
の
は
、
新
人
２

名
を
含
む
12
名
。
佐
藤
町
長
は

「
そ
の
情
熱
と
実
行
力
を
も
っ

て
、
農
業
の
担
い
手
の
育
成
、

農
地
の
集
積
、
遊
休
農
地
の
解

消
な
ど
に
ご
尽
力
願
い
た
い
」

と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
総
会
に
お
い
て
新

役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、
会
長

に
鶴
田
壽
廣
さ
ん
、
会
長
職
務

代
理
者
に
美
濃
恵
市
さ
ん
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

美濃　恵市さん
（５期目／銀山）

坂東　義一さん
（５期目／北町）

渡辺　貴志さん
（４期目／然別）

木田　憲一さん
（４期目／尾根内）

吉田　　均さん
（４期目／東町）

西井　　仁さん
（３期目／長沢）

中川　博喜さん
（２期目／西町）

井内　敏也さん
（２期目／旭台）

伊藤　浩一さん
（初／砥の川）

林　　育美さん
（初／東町）

喜井　裕子さん
（２期目／南町）

鶴田　壽廣さん
（５期目／東町）

ま
ち
の
話
題

特
集

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

５ 令和２年８月 ４令和２年８月



『
も
り
も
と
』×

『
仁
木
町
』特
産
サ
ク
ラ
ン
ボ
に
新
し
い
価
値
を

稼
働
３
年
目
。
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
営
農
を

さ
く
ら
ん
ぼ
シ
ョ
ー
ト
限
定
販
売

ま
ち
の
話
題

①『仁木町産さくらんぼショー
ト』水門のジャムもあしらわ
れ、町産サクランボの美味しさ
を丸ごと楽しめる②パティシエ
の和泉洋平さん（写真右）「収
穫から加工まで自分で行うのが
物作りの原点。有意義な取組
だった」と佐藤町長③「一杯
なってる！すごいすごい！」
と、町内果樹園で収穫に励む社
員の皆さま④「加工することで
より美味しくなる水門や正光錦
の良さを引き出せるよう工夫し
ました」と和泉さん

町
産
ミ
ニ
ト
マ
ト
出
荷
本
格
化

農

食

　
平
成
28
年
か
ら
仁
木
町
と
包
括
連

携
協
定
を
結
ん
で
い
る
、
株
式
会
社

も
り
も
と
（
森
本
真
司
代
表
取
締
役

社
長
／
千
歳
市
）
か
ら
、
同
社
社
員

の
皆
さ
ま
が
町
内
果
樹
園
で
収
穫
し

た
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
『
水
門
』
と
『
正

光
錦
』
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た

『
仁
木
町
産
さ
く
ら
ん
ぼ
シ
ョ
ー

ト
』
が
７
月
に
１
５
０
０
個
限
定
で

販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
の
森
本
真
司
社
長
は
「
仁
木

町
の
皆
さ
ま
と
も
り
も
と
の
お
付
き

合
い
は
、
今
年
、
５
年
目
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
た
び
の
取
組
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
が
観

光
や
消
費
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
中
『
私
た
ち
に
何
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
』
と
考
え
、
佐
藤
町
長

に
ご
相
談
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
実

現
し
た
も
の
で
す
。
『
仁
木
町
産
さ

く
ら
ん
ぼ
シ
ョ
ー
ト
』
は
、
店
頭
の

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
中
で
大
変
綺
麗
に

彩
ら
れ
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
早
い

時
間
に
完
売
す
る
店
舗
も
多
く
、
お

客
さ
ま
に
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
。
今
後
も
本

町
と
連
携
し
、
お
客
さ
ま
に
仁
木
町

の
魅
力
を
活
か
し
た
、
価
値
あ
る
商

品
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
お
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

NEWS

①

②④

③

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
町
産
ミ
ニ
ト
マ
ト

の
出
荷
が
本
格
化
し
、
Ｊ
Ａ
新
お
た

る
ミ
ニ
ト
マ
ト
集
出
荷
貯
蔵
施
設
の

職
員
の
皆
さ
ま
は
連
日
出
荷
作
業
に

追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
お
た
る
農
業
協
同
組
合
事
業
振

興
部
の
野
呂
巧
部
長
は
「
シ
ー
ズ
ン

初
期
は
日
照
不
足
な
ど
で
色
づ
き
が

悪
か
っ
た
が
、
出
荷
開
始
時
期
な
ど

は
お
お
む
ね
例
年
ど
お
り
で
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
外
出
自
粛
の
影
響
か

ら
、
家
庭
で
の
需
要
が
高
ま
っ
て
お

り
、
こ
れ
が
良
い
結
果
に
結
び
付
け

ば
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

①

①①

②

②②

③

③③

　
施
設
で
働
く
職
員
の
皆
さ
ま
は
、

全
員
マ
ス
ク
な
ど
を
着
用
、
作
業
場

に
も
ビ
ニ
ー
ル
の
仕
切
り
が
張
ら
れ

る
な
ど
感
染
予
防
を
徹
底
し
つ
つ
作

業
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　「
今
年
は
当
施
設
稼
働
３
年
目
。

農
業
者
に
も
、
こ
れ
ま
で
と
は
色
々

な
面
で
違
う
と
い
う
意
識
が
定
着
し

て
き
て
い
る
。
よ
り
効
率
的
、
効
果

的
な
営
農
に
結
び
付
け
て
欲
し
い
」

と
同
職
員
の
西
岡
一
彦
さ
ん
。
町
農

業
の
大
黒
柱
と
も
い
え
る
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
は
、
今
ま
さ
に

最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

①農家から持ち込まれる、はち切れんばかりに
熟した真っ赤なミニトマト②最先端のセンサー
を持つ選果ラインと職員による手選別が品質の
要③糖度計測定値と、選果機センサー測定値の
誤差を埋める作業。こうしたデータを蓄積し、
更なる高品質ミニトマトの生産を目指す④全国
への出荷を待つミニトマト。全国有数の夏秋ミ
ニトマト産地仁木町の名を一身に背負う

④

④④

ま
ん
え
ん

①直売所の様子。仕切
りのビニールシートに
は（一社）仁木町観光
協会が定めたガイドラ
インと新北海道スタイ
ル。②「早くコロナ禍が
収まるといいね」と、サ
クランボのパック詰め
もマスク姿で③たわわ
に実る佐藤錦。観光果
樹園では試食を中止し
たり、食べた後の種な
どは各自持ち帰りをお
願いするなどして感染
予防を徹底。観光客の
皆さまは快く協力して
くれるとのこと

①②

③

①②

③

知
識
と
情
熱
を
も
っ
て
本
町
農
業
の
活
性
化
を

新
農
業
委
員
12
名
決
ま
る
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『
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
』
に
取
り
組
み
、
お
客
様
に
安
心
と
満
足
を

町
内
果
樹
観
光
シ
ー
ズ
ン
本
格
化

　
仁
木
町
の
夏
を
代
表
す
る
真
っ
赤
な

サ
ク
ラ
ン
ボ
。
今
年
も
ほ
ぼ
例
年
ど
お

り
７
月
初
旬
か
ら
最
盛
期
を
迎
え
、
佐

藤
錦
、
紅
秀
峰
、
南
陽
な
ど
を
買
い
求

め
る
観
光
客
で
、
観
光
果
樹
園
は
賑
わ

い
を
見
せ
ま
し
た
。

　（
一
社
）
仁
木
町
観
光
協
会
（
寒
河
江

仁
会
長
）
が
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

ほ
か
、
『
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
』
に
も

多
く
の
観
光
果
樹
園
が
取
り
組
み
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
を
徹

底
。
寒
河
江
会
長
は
「
例
年
に
比
べ
て

個
人
の
お
客
さ
ま
の
来
町
が
多
い
と
感

じ
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
団
体
の
お
客
さ
ま
が
激
減
し
、
各

農
園
対
応
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
と
し
て
は
今
後
も
感
染
予
防
の
取
組

を
徹
底
し
て
、
お
客
さ
ま
に
は
仁
木
町

に
来
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
欲
し
い
で

す
ね
」
と
お
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

観

　
第
一
回
農
業
委
員
会
総
会
の

開
催
に
合
わ
せ
新
農
業
委
員
の

辞
令
交
付
式
を
行
い
、
佐
藤
町

長
か
ら
新
農
業
委
員
に
辞
令
書

を
交
付
し
ま
し
た
。

　
任
命
さ
れ
た
の
は
、
新
人
２

名
を
含
む
12
名
。
佐
藤
町
長
は

「
そ
の
情
熱
と
実
行
力
を
も
っ

て
、
農
業
の
担
い
手
の
育
成
、

農
地
の
集
積
、
遊
休
農
地
の
解

消
な
ど
に
ご
尽
力
願
い
た
い
」

と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
総
会
に
お
い
て
新

役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、
会
長

に
鶴
田
壽
廣
さ
ん
、
会
長
職
務

代
理
者
に
美
濃
恵
市
さ
ん
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

美濃　恵市さん
（５期目／銀山）

坂東　義一さん
（５期目／北町）

渡辺　貴志さん
（４期目／然別）

木田　憲一さん
（４期目／尾根内）

吉田　　均さん
（４期目／東町）

西井　　仁さん
（３期目／長沢）

中川　博喜さん
（２期目／西町）

井内　敏也さん
（２期目／旭台）

伊藤　浩一さん
（初／砥の川）

林　　育美さん
（初／東町）

喜井　裕子さん
（２期目／南町）

鶴田　壽廣さん
（５期目／東町）

ま
ち
の
話
題

特
集

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

５ 令和２年８月 ４令和２年８月
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せ

く
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の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題
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集
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康
プ
ラ
ザ
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か
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お
知
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

絵
画
鑑
賞
を
と
お
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
感
性
を
磨
く

　
令
和
２
年
８
月
４
日
（
火
）
仁
木
中

学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
北
翔
大
学 

山
崎
正
明
教
授
に
よ
る
、
美
術
の
鑑
賞

授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
授
業
は
、
生
徒
た
ち
が
絵
画
の
鑑
賞

を
と
お
し
て
感
じ
た
事
を
発
表
、
皆
で

共
有
し
話
し
合
う
こ
と
で
、
学
び
を
深

め
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
感
性
を
磨
く

こ
と
を
目
指
し
た
も
の
。

　
山
崎
教
授
は
「
生
徒
た
ち
は
、

作
者
が
絵
画
に
込
め
た
主
題
を
真

剣
に
イ
メ
ー
ジ
し
、
感
じ
と
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
若
者
な
ら
で
は

の
瑞
々
し
い
感
性
は
本
当
に
素
晴

ら
し
い
も
の
。
私
に
と
っ
て
も
大

変
有
意
義
な
授
業
と
な
り
ま
し

た
」
と
お
話
し
し
て
く
れ
ま
し

た
。

２か月遅れとなっ
た「やすらぎ大学」
入学式。今年度は、
学習活動期間は短
いですが、知って
得する健康習慣を
テーマにした健康
講話や英会話学習
など多彩な学習内
容を準備しており
ます。楽しむ学び、
心を豊かにする
「仁木町やすらぎ
大学」にしていき
ましょう。

　
子
ど
も
向
け
英
会
話
教
室
が
９

月
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
今
年
も
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
ジ
ェ
イ
先
生
と
ハ
リ
ー
先

生
の
指
導
の
も
と
、
よ
り
充
実
し

た
内
容
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
　
時

令
和
２
年
９
月
８
日
か
ら
令
和

３
年
３
月
11
日
ま
で
の
毎
月
第

２
・
第
４
週
の
火
・
水
・
木
曜

日
（
休
日
・
祝
日
に
よ
る
変
更

あ
り
）
午
後
３
時
45
分
か
ら
45

分
間
程
度

●
場
　
所

仁
木
町
民
セ
ン
タ
ー
及
び
仁
木

　
令
和
２
年
７
月
29
日
（
水
）
仁
木
町
民
セ

ン
タ
ー
で
、
仁
木
町
や
す
ら
ぎ
大
学
入
学
式

が
行
わ
れ
、
18
名
の
学
生
が
集
い
ま
し
た
。

入
学
式
後
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
て
い
た
だ

こ
う
と
、
保
健
師
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

講
話
も
実
施
し
ま
し
た
。
次
回
の
や
す
ら
ぎ

大
学
は
８
月
26
日
（
水
）
に
開
校
予
定
で
、

テ
ー
マ
は
「
手
芸
を
楽
し
む
」
で
す
。

　
や
す
ら
ぎ
大
学
で
は
随
時
新
規
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
教
育
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
　
象
／
町
内
小
学
生

●
申
込
み
／
教
育
委
員
会
生
涯
学

　
　
　
　
　 

習
係
ま
で

子
ど
も
向
け
英
会
話
教
室
開
講

　７月と８月は、子どもたちの生活
リズムの向上を目的とした「早寝早
起き朝ごはん」運動啓発強化期間で
す。子どもたちが毎日を元気に楽し
く過ごし、健やかに成長していくた
めには、基本的な生活習慣を身に付
けることがとても大切です。子ども
たちの生活リズムが乱れがちになる
夏休み期間も終わり、８月も残りわ
ずかとなってしまいましたが、家族
みんなで「早寝早起き朝ごはん」運
動に取り組んでみましょう。

「早寝早起き朝ごはん」運動
啓発強化期間

委員会
　 だより

05
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●内容へのご意見、お問い合わせは　仁木町教育委員会　☎32-3621 まで
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本
　
彩
　
葉

チ
ョ
ッ
キ
ン
パ
で
か
ざ
ろ
う

工
夫
し
た
と
こ
ろ
は
、
に
じ
色
に
な
る
よ
う
に
、
花
び
ら

を
い
ろ
い
ろ
な
色
で
ぬ
っ
た
こ
と
で
す
。
葉
っ
ぱ
も
、
く

る
く
る
と
ま
る
め
て
か
き
ま
し
た
。
土
の
中
に
、
ピ
ン
ク

の
ま
る
い
種
を
か

き
ま
し
た
。
黄
色

の
ち
ょ
う
も
入
れ

て
に
ぎ
や
か
に
し

ま
し
た
。
本
当
に

こ
ん
な
花
が
あ
っ

た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。 ゆ

　
　   

み

い
ろ
　
　  

は

か
わ
い
い
か
ざ
り

に
し
た
い
と
お

も
っ
て
、
お
り
が

み
を
お
っ
た
り

き
っ
た
り
し
ま
し

た
。
た
く
さ
ん

き
っ
て
ひ
ろ
げ
て

み
た
ら
、
き
れ
い

だ
っ
た
か
ら
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
お
り
が
み
を
か
さ

ね
て
は
っ
た
ら
、
も
っ
と
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

「
仁
木
町
や
す
ら
ぎ
大
学
」

入
学
式
挙
行

山
崎
教
授
の
鑑
賞
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
！

夏
休
み
は
短
く
て
も
、
地
域
と
の
交
流
・
友
情
・
親
睦
を
深
め
ま
し
た

令
和
２
年
７
月
18
日
（
土
）
仁
木
町
民

セ
ン
タ
ー
で
、
第
１
回
講
座
「
子
ど
も

生
け
花
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
で
活
動
す
る
「
い
け
ば
な
愛
好

会
」
の
ご
協
力
の
も
と
、
22
名
の
児
童

が
参
加
し
、
色
と
り
ど
り
の
花
を
生
け

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
１
日（
土
）に
は
、
第

２
回
講
座
「
ど
ろ
ん
こ
教
室
」
が
開

催
さ
れ
、29
名
の
児
童
が
参
加
し
ま

し
た
。「
ど
ろ
ん
こ
教
室
」は
、
８
月

16
日
（
日
）
ま
で
の
う
ち
３
日
間
開

催
さ
れ
ま
す
。

広い体育館で３密回避を心がけ行われた山崎正明教授の
鑑賞授業。生徒たちからは、「普段は学べない深い考え
ができた」「他の人の意見を聞くことで、絵画の見かた
に新しい発見が生まれた」「異なる角度から絵画を見ら
れるようになった」など声が寄せられ、楽しそうに授業
を受けていました。
また、保護者向けに、インターネット通信を利用した授
業の動画配信も行いました。

広い体育館で３密回避を心がけ行われた山崎正明教授の
鑑賞授業。生徒たちからは、「普段は学べない深い考え
ができた」「他の人の意見を聞くことで、絵画の見かた
に新しい発見が生まれた」「異なる角度から絵画を見ら
れるようになった」など声が寄せられ、楽しそうに授業
を受けていました。
また、保護者向けに、インターネット通信を利用した授
業の動画配信も行いました。

仁
木
町
子
ど
も
体
験
塾
開
催

子ども生け花展

どろんこ教室

子ども生け花展

どろんこ教室
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、
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れ
し
か
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た
で
す
。
お
り
が
み
を
か
さ

ね
て
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っ
た
ら
、
も
っ
と
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れ
い
に
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り
ま
し
た
。

「
仁
木
町
や
す
ら
ぎ
大
学
」

入
学
式
挙
行

山
崎
教
授
の
鑑
賞
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
！

夏
休
み
は
短
く
て
も
、
地
域
と
の
交
流
・
友
情
・
親
睦
を
深
め
ま
し
た

令
和
２
年
７
月
18
日
（
土
）
仁
木
町
民

セ
ン
タ
ー
で
、
第
１
回
講
座
「
子
ど
も

生
け
花
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
で
活
動
す
る
「
い
け
ば
な
愛
好

会
」
の
ご
協
力
の
も
と
、
22
名
の
児
童

が
参
加
し
、
色
と
り
ど
り
の
花
を
生
け

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
１
日（
土
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は
、
第

２
回
講
座
「
ど
ろ
ん
こ
教
室
」
が
開

催
さ
れ
、29
名
の
児
童
が
参
加
し
ま

し
た
。「
ど
ろ
ん
こ
教
室
」は
、
８
月

16
日
（
日
）
ま
で
の
う
ち
３
日
間
開

催
さ
れ
ま
す
。

広い体育館で３密回避を心がけ行われた山崎正明教授の
鑑賞授業。生徒たちからは、「普段は学べない深い考え
ができた」「他の人の意見を聞くことで、絵画の見かた
に新しい発見が生まれた」「異なる角度から絵画を見ら
れるようになった」など声が寄せられ、楽しそうに授業
を受けていました。
また、保護者向けに、インターネット通信を利用した授
業の動画配信も行いました。

広い体育館で３密回避を心がけ行われた山崎正明教授の
鑑賞授業。生徒たちからは、「普段は学べない深い考え
ができた」「他の人の意見を聞くことで、絵画の見かた
に新しい発見が生まれた」「異なる角度から絵画を見ら
れるようになった」など声が寄せられ、楽しそうに授業
を受けていました。
また、保護者向けに、インターネット通信を利用した授
業の動画配信も行いました。

仁
木
町
子
ど
も
体
験
塾
開
催

子ども生け花展

どろんこ教室

子ども生け花展

どろんこ教室
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本
人
の
死
因
、
第
２
位
の

「
心
疾
患
」
に
よ
る
死
亡

に
は
「
突
然
死
」
の
場
合
も
多

く
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
方

が
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
胸
骨

圧
迫
）
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
を
適
切
に
使
用

す
る
こ
と
で
助
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
緊

急
時
、
適
切
に
行
動
で
き
る
よ

日

う
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
「
一
次
救

命
処
置
」
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

●
一
次
救
命
処
置
と
は

　
正
し
い
知
識
と
適
切
な
方

法
さ
え
知
っ
て
い
れ
ば
、
誰

で
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
救

命
行
動
で
す
。
主
に
「
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
」
に
よ
る
一
次

救
命
処
置
法
と
、
「
Ａ
Ｅ

Ｄ
」
を
使
用
し
て
行
う
方
法
が

あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
突

然
心
臓
が
正
常
に
拍
動
で
き
な

く
な
っ
た
心
停
止
の
状
態
に
対

し
て
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行

い
、
心
臓
を
正
常
な
リ
ズ
ム
に

戻
す
た
め
の
医
療
機
器
で
す
。

突
然
心
停
止
の
最
も
一
般
的
な

原
因
で
あ
る
「
心
室
細
動
（
心

臓
の
筋
肉
が
痙
攣
を
起
こ
し
た

よ
う
に
な
り
、
全
身
に
血
液
を
送

り
出
せ
な
く
な
っ
た
状
態
）
」
な

ど
が
起
き
た
際
に
使
用
さ
れ
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
が
起
こ

ら
な
い
こ
と
が
第
一
で
す
が
、
も

し
も
の
時
の
た
め
に
、
一
次
救
命

処
置
方
法
を
頭
の
片
隅
に
入
れ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

あなたの行動で救われる命。
一次救命処置の大切さ

地域包括支援センター　保健師 村上　　萌
むらかみ もえ

意識の確認、協力を求める
傷病者の肩を軽くたたきながら、意識を確認します。反応

がなければ、周囲に「あなたは119番に連絡をしてください」、
「あなたはAEDを持ってきてください」と協力を求めましょう。

あご先挙上と呼吸の確認
傷病者を仰向けにし、下あごの

先を突き上げ、気道を確保します。傷
病者が呼吸をしていない、正常な呼吸
でない場合、心臓マッサー
ジを開始します。

❷

心臓マッサージの開始
心臓マッサージの方法は、胸の真ん中（乳頭と乳頭の間）に両手を組み（図

①）、腕と地面が垂直になるように肘をまっすぐ伸ばしながら、「てのひらの付け根」
で行います（図②）。基本的には、胸骨圧迫を「30回」した後、人工呼吸を「2回」行
い、再び心臓マッサージへ、というサイクルを繰り返しますが、人工呼吸に自信がない
場合は、心臓マッサージを中断せずに続けてください。心臓マッサージは、強く（胸が
約5㎝下がる程度）、速く（1分間に約100回）、絶え間なく続けてください（図③）。

❸

AEDの使用
AEDが到着したら、周囲の人に心臓マッサージを交代してもらい、AEDのスイッ

チを入れます。AEDにある写真通りに傷病者の身体へ電極パッドを貼り（図④）、ＡＥ
Ｄの音声に従います。電気ショックが必要かどうかはAEDが自動的に判断してくれます
（図⑤）。必要であると判断された場合は、周囲の人が傷病者に触れていないことを確
認し、放電スイッチを押します（図⑥）。放電後は、すぐに心臓マッサージを再開しま
す。ＡＥＤは２分毎に電気ショックが必要か自動解析してくれるため、電極パットは剥
がさず、救急車が到着するまで心臓マッサージとＡＥＤの使用を繰り返し、処置を続け
てください。

❹

❶

仁木町内では、「仁木町保健センター」を始め、消防署や郵便局、学校などの施
設にＡＥＤを設置しています。設置施設内での緊急時にはぜひ活用ください。

図①

電極パッドの
貼付位置

マッサージの位置と手の組み方

放電の際、傷病者に触れない
よう注意

図② 図③

図④ 図⑤

図⑥

5cm下がる程度に強く

１分間に約100回

電極パッド貼付後は
AED 音声の指示に
従ってください

放電の際、傷病者に触れない
よう注意

5cm下がる程度に強く

電極パッド貼付後は
AED 音声の指示に
従ってください

ショ
ック
が

必要
です

図①～⑥ ： 厚生労働省『救急蘇生法の指針 2015』より抜粋

住民課環境衛生係
☎32-2513

お 問 い 合 わ せ 先

町からのお知らせ
　仁木町が取り組んでいる各種事業・施策、国・北海道・関連
機関からのお知らせなど、暮らしに役立つ情報をご紹介します。
　活用してみたい制度や、気になる情報がありましたら、お気
軽にお問い合わせ先までご連絡ください。

 町では、生活排水による公共用水域の水質汚濁防止や生活環境の保全及び公衆衛生の向上を目的とし、合
併処理浄化槽の設置を推進しています。
 以下のとおり、平成26年度から合併処理浄化槽設置に対し補助制度を開始以降、設置戸数が増え本町の水
洗化率も向上しています。

仁木町合併処理浄化槽設置整備
事業について

　町は、合併処理浄化槽を設置する方に対
し、その設置費用の一部（設置費用の８割を
基本に設置人槽に相当する上限額まで）を支
援しています。

仁木町合併処理浄化槽設置整備事業について

綺麗で衛生的な仁木町のため、
合併処理浄化槽の設置をおすすめします

●設置人槽に相当する上限額（補助金上限額）
　　～５人槽 　　  ９５９,０００円
　６～７人槽　　1,１０５,０００円
※８人槽以上の金額についてはお問い合わせください。

例）合併処理浄化槽５人槽を設置する場合
　５人槽補助対象経費　１,５００,０００円
　※見込金額ですので、設置依頼業者に必ずご確認願います

　補助金額（補助対象経費の８割） 1,200,000円①

　　　　　（補助金上限額）　　　 　959,000円②

　　　　①＞②なので、補助金額は９５９,０００円

　実際の自己負担額　1,500,000円－959,000円
＝ ５４１,０００円

●合併処理浄化槽の利点
・合併処理浄化槽は、生活雑排水やし尿の処理を行う下水道の処理場と同

等の処理能力を持っているので、トイレや排水路からの悪臭やハエの発
生を抑えることができます。

・合併処理浄化槽は、普通乗用車１台分ほどのスペースがあれば設置で
き、設置場所の土壌の影響も受けません。

・合併処理浄化槽は７日から10日間程の工期で使用することができます。
・地震などの災害で破損しても、長い排水管を必要としないため、容易に

復旧できます。

浄化槽実使用人員／総人口

36.7％
37.8％
39.1％

仁木町の水洗化率

平成29年度
平成30年度
令和元年度

（各年度末現在）

合併処理浄化槽本体
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一次救命処置の大切さ

地域包括支援センター　保健師 村上　　萌
むらかみ もえ

意識の確認、協力を求める
傷病者の肩を軽くたたきながら、意識を確認します。反応

がなければ、周囲に「あなたは119番に連絡をしてください」、
「あなたはAEDを持ってきてください」と協力を求めましょう。

あご先挙上と呼吸の確認
傷病者を仰向けにし、下あごの

先を突き上げ、気道を確保します。傷
病者が呼吸をしていない、正常な呼吸
でない場合、心臓マッサー
ジを開始します。

❷

心臓マッサージの開始
心臓マッサージの方法は、胸の真ん中（乳頭と乳頭の間）に両手を組み（図

①）、腕と地面が垂直になるように肘をまっすぐ伸ばしながら、「てのひらの付け根」
で行います（図②）。基本的には、胸骨圧迫を「30回」した後、人工呼吸を「2回」行
い、再び心臓マッサージへ、というサイクルを繰り返しますが、人工呼吸に自信がない
場合は、心臓マッサージを中断せずに続けてください。心臓マッサージは、強く（胸が
約5㎝下がる程度）、速く（1分間に約100回）、絶え間なく続けてください（図③）。

❸

AEDの使用
AEDが到着したら、周囲の人に心臓マッサージを交代してもらい、AEDのスイッ

チを入れます。AEDにある写真通りに傷病者の身体へ電極パッドを貼り（図④）、ＡＥ
Ｄの音声に従います。電気ショックが必要かどうかはAEDが自動的に判断してくれます
（図⑤）。必要であると判断された場合は、周囲の人が傷病者に触れていないことを確
認し、放電スイッチを押します（図⑥）。放電後は、すぐに心臓マッサージを再開しま
す。ＡＥＤは２分毎に電気ショックが必要か自動解析してくれるため、電極パットは剥
がさず、救急車が到着するまで心臓マッサージとＡＥＤの使用を繰り返し、処置を続け
てください。

❹

❶

仁木町内では、「仁木町保健センター」を始め、消防署や郵便局、学校などの施
設にＡＥＤを設置しています。設置施設内での緊急時にはぜひ活用ください。
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　仁木町が取り組んでいる各種事業・施策、国・北海道・関連
機関からのお知らせなど、暮らしに役立つ情報をご紹介します。
　活用してみたい制度や、気になる情報がありましたら、お気
軽にお問い合わせ先までご連絡ください。

 町では、生活排水による公共用水域の水質汚濁防止や生活環境の保全及び公衆衛生の向上を目的とし、合
併処理浄化槽の設置を推進しています。
 以下のとおり、平成26年度から合併処理浄化槽設置に対し補助制度を開始以降、設置戸数が増え本町の水
洗化率も向上しています。

仁木町合併処理浄化槽設置整備
事業について

　町は、合併処理浄化槽を設置する方に対
し、その設置費用の一部（設置費用の８割を
基本に設置人槽に相当する上限額まで）を支
援しています。

仁木町合併処理浄化槽設置整備事業について

綺麗で衛生的な仁木町のため、
合併処理浄化槽の設置をおすすめします

●設置人槽に相当する上限額（補助金上限額）
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総務課総務係
☎32-2511

ほけん課保健係
☎32-2514

●風しんの予防接種は、現在、予防接種法に基づ
き公的に行われています。しかし、公的な接種
を受ける機会がなかった昭和37年４月２日か
ら昭和54年４月１日の間に生まれた男性は、
抗体保有率が他の世代に比べて低く(約80％)
なっています。

●そのため、令和４年３月31日までの期間に限
り、昭和37年４月２日から昭和54年４月１日
の間に生まれた男性を風しんの定期接種※の対
象者とし、クーポン券をお届けします。　

※予防接種法（昭和23年法律第68号）第５条第
１項の規定に基づく定期の予防接種

●対象者の方には、お届けするクーポン券を利用
して、まず抗体検査を受けていただき、抗体検
査の結果、十分な量の抗体がない方は、定期接
種の対象となります。

※今年度は国の指針に基づき、昭和37年４月２
日～昭和54年４月１日生まれの方にクーポン
券を送付しています。

　令和２年3月以降に本町へ転入し、転入前に当
クーポン券未使用で抗体検査を希望される方
は、ほけん課保健係（上記お問い合わせ先）ま
でご連絡ください。

令和4年３月31日までの期間、風しん抗
体検査・予防接種を公費で受けられます

住民課おもいやり係
☎32-2513

お 問 い 合 わ せ 先

　全ての児童扶養手当受給者は、令和２年８月中に現況届を役場に来庁して提出する必要があります。
　また、現況届とあわせて一部支給停止適用除外事由届が必要な受給者の方には、個別にご案内します。
　提出がない場合は手当額の一部又は全部が支給停止される場合がありますのでご注意ください。
　ご不明な点は、住民課おもいやり係（上記お問い合わせ先）までご連絡ください。

児童扶養手当を受給されている
皆さまへ

　『北海道後志にプペルバスを走らせよう実行委員会』により、お笑い芸人
キングコングの西野亮廣さんの絵本『えんとつ町のプペル』の世界を体感で

きる『プペルバス』が８月24日（月）、仁木町へやってきます。
　プペルバスは車体が絵本のイラストで彩られたバス。車内では光る絵本のイラストを鑑賞することもで
きます。当日の運行スケジュールについては、決定次第追って町防災無線などでお知らせします。
　なお、車内を鑑賞する際にはマスク着用や手指の消毒など、新型コロナウイルス感染予防のご協力をお
願いします。

プペルバスが仁木町にやって
きます！

住民課環境衛生係
☎32-2513

お 問 い 合 わ せ 先

　町では、ごみの分別と減量化を推進するため、ごみの分け方出し方のマニュアルを
作成し、全戸配布・町ホームページに掲載しています。
　なお、ペットボトルは中をしっかりすすぎ、資源ごみとして出してください。
　ご不明な点やごみ分別マニュアルの配布については、住民課環境衛生係（上記お問
い合わせ先）までご連絡ください。

ごみの分別と減量化にご協力
ください

産業課商工観光振興係
☎32-3951

お 問 い 合 わ せ 先

『仁木のお店応援商品券』のご利用について

ワ
イ
ナ
リ
ー

理
容
・
美
容

　７月31日現在、『仁木のお店応援商品券』取り扱い店舗は以下のとおりとなってお
ります。商品券の配布以降、新たに参加いただいた事業者は、表中網掛けで表記して
ありますのでご確認ください。なお、最新の取扱事業者リストは仁木町ホームページ
で随時更新中です。そのほかご不明な点は、産業課商工観光振興係（上記お問い合わ
せ先）までご連絡ください。

「仁木のお店応援商品券」（500円券 10枚）が利用できる取扱事業者リスト（７月 31 日現在）    

●『仁木のお店応援商品券』は６月15日現在、仁木町に住民票のあった世帯へ、
　世帯当たり１冊のみ配布です
●商品券額面以下のご利用について、釣銭のお返しはできません

利用上の
注意点
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余市・北後志地区  特設・人権何でも困りごと相談

日々の生活の中で起きる様々な問題でお困りではありませんか…？
そんな時は、ひとりで悩まずお気軽にご相談ください

　どこの会場でも相談できます。常時札幌法務局小樽支局でも受け付けています。
　電話相談も可。受付時間　平日　午前８時30分～午後５時15分まで

●令和２年度　相談所開設日時と場所

８月28日㊎　赤井川村生活改善センター　午後１時～午後４時まで
９月８日㊋　余市町中央公民館　　　　　午後１時～午後４時まで

●お問い合わせ先　　札幌法務局小樽支局　　　☎0134-23-3012
　　　　　　　　　　小樽人権擁護委員協議会　☎0134-23-3017（小樽市港町５番２号）

９月３日㊍ 午前10時～午後３時　ウイングベイ小樽で
高齢者・障がい者の人権あんしん相談を行います。

相談は無料で、秘密は固く守られます

札幌法務局小樽支局総務係
☎0134-23-3012（ダイヤル 3）

　令和２年７月10日（金）から、全国の法務
局において、自筆で書いた遺言書を保管する
「自筆証書遺言書保管制度」が始まりまし
た。
　自筆証書遺言は、本人自ら作成するもので
すが、遺言書を作成した本人の死亡後、相続
人等に発見されなかったり、一部の相続人等
による改ざん等のおそれがあることから、こ
れらの問題点を解消するための方策として本

制度が創設されました。
　ご自身の財産をご家族へ確実に託す方法の
一つとして自筆証書遺言を検討される際に
は、ぜひ本制度をご活用ください。
  なお、遺言書保管制度に係る全ての手続に
は予約が必要です。
　詳しくは下記ホームページをご覧いただく
か、札幌法務局小樽支局総務係（上記お問い
合わせ先）までご連絡ください。

●法務省ホームページ　　　　http://www.moj.go.jp/MINJI/minji03_00051.html

●札幌法務局ホームページ　　http://houmukyoku.moj.go.jp/sapporo/page000176_00002.html

預けて安心！
自筆証書遺言書保管制度　

地域包括支援センター
☎32-3855

お 問 い 合 わ せ 先｢通所型短期集中予防サービス運動
教室｣のお知らせ

　仁木町では、いくつになっても住み慣れた地域でいきいきと自立した生活を送っていただけることを
目的に、今年も３ヶ月半の短期集中による生活機能の改善や運動器の機能向上に向けて、運動教室を開
催します。

30 31 1 2 3 4 5
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27 28 29 30 1 2 3

27 28 29 30 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
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〇階段を手すりや壁を伝わらずに上がることができなくなってきた。
〇椅子に座った状態から何も掴まらないで立ち上がることができなくなってきた。
〇15分程度続けて歩くのが大変になってきた。
〇この１年間で転んだことがある。　　　〇転倒に対する不安が大きい。
〇週１回以上外出しなくなってきた。　　〇昨年と比べると外出の回数が減った。
〇物忘れが気になりはじめた方、うつ的な気持ちになりやすい方。

最近、こんなことでお困りの方は、
ぜひご参加ください！

●実　施　日　　カレンダーの　　印が実施日です。

●実施時間　　第１部　午前 10 時から午前 11 時 30 分まで

　　　　　　　第２部　午後１時 30 分から午後３時まで

●実施場所　　仁木町民センター交流ホール
　　　　　　　（状況により実施場所が変更となる場合があります）

●講　　師　　健康運動指導士　 岸本　和歌  氏

・第１部は初めて参加いただ
く方向けの内容です。

・第２部は今までに短期集中
運動教室やフォローアップ
教室に参加したことがある
方向けの内容です。

※参加人数によって、時間を
変更していただく場合がご
ざいます。また、参加人数
が 2 0 名 以 上 と な っ た 場
合、65歳以上の方を優先
とさせていただきますので
ご了承ください。

※動きやすい服装でご参加く
ださい。

※タオルや飲み物は各自ご用
意ください。

※送迎はありま
せんので、直
接会場までお
越 し く だ さ
い。

お申し込み、お問い合わせは地域包括支援センター（上記お問い合わせ先）までご連絡ください。

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
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札幌法務局小樽支局総務係
☎0134-23-3012（ダイヤル 3）

　令和２年７月10日（金）から、全国の法務
局において、自筆で書いた遺言書を保管する
「自筆証書遺言書保管制度」が始まりまし
た。
　自筆証書遺言は、本人自ら作成するもので
すが、遺言書を作成した本人の死亡後、相続
人等に発見されなかったり、一部の相続人等
による改ざん等のおそれがあることから、こ
れらの問題点を解消するための方策として本

制度が創設されました。
　ご自身の財産をご家族へ確実に託す方法の
一つとして自筆証書遺言を検討される際に
は、ぜひ本制度をご活用ください。
  なお、遺言書保管制度に係る全ての手続に
は予約が必要です。
　詳しくは下記ホームページをご覧いただく
か、札幌法務局小樽支局総務係（上記お問い
合わせ先）までご連絡ください。

●法務省ホームページ　　　　http://www.moj.go.jp/MINJI/minji03_00051.html

●札幌法務局ホームページ　　http://houmukyoku.moj.go.jp/sapporo/page000176_00002.html

預けて安心！
自筆証書遺言書保管制度　

地域包括支援センター
☎32-3855

お 問 い 合 わ せ 先｢通所型短期集中予防サービス運動
教室｣のお知らせ

　仁木町では、いくつになっても住み慣れた地域でいきいきと自立した生活を送っていただけることを
目的に、今年も３ヶ月半の短期集中による生活機能の改善や運動器の機能向上に向けて、運動教室を開
催します。

30 31 1 2 3 4 5
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27 28 29 30 1 2 3
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29 30 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 1 2

９月 10月

11月 12月

〇階段を手すりや壁を伝わらずに上がることができなくなってきた。
〇椅子に座った状態から何も掴まらないで立ち上がることができなくなってきた。
〇15分程度続けて歩くのが大変になってきた。
〇この１年間で転んだことがある。　　　〇転倒に対する不安が大きい。
〇週１回以上外出しなくなってきた。　　〇昨年と比べると外出の回数が減った。
〇物忘れが気になりはじめた方、うつ的な気持ちになりやすい方。

最近、こんなことでお困りの方は、
ぜひご参加ください！

●実　施　日　　カレンダーの　　印が実施日です。

●実施時間　　第１部　午前 10 時から午前 11 時 30 分まで

　　　　　　　第２部　午後１時 30 分から午後３時まで

●実施場所　　仁木町民センター交流ホール
　　　　　　　（状況により実施場所が変更となる場合があります）

●講　　師　　健康運動指導士　 岸本　和歌  氏

・第１部は初めて参加いただ
く方向けの内容です。

・第２部は今までに短期集中
運動教室やフォローアップ
教室に参加したことがある
方向けの内容です。

※参加人数によって、時間を
変更していただく場合がご
ざいます。また、参加人数
が 2 0 名 以 上 と な っ た 場
合、65歳以上の方を優先
とさせていただきますので
ご了承ください。

※動きやすい服装でご参加く
ださい。

※タオルや飲み物は各自ご用
意ください。

※送迎はありま
せんので、直
接会場までお
越 し く だ さ
い。

お申し込み、お問い合わせは地域包括支援センター（上記お問い合わせ先）までご連絡ください。

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土



・
第
２
次
試
験
日
　
10
月
下
旬
か
ら
11
月
中
旬

●
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
！

　
北
海
道
警
察
の
仕
事
は
多
種
多
様
で
、
ど

ん
な
仕
事
に
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

●
様
々
な
知
識
、
資
格
が
役
に
立
つ
！

　
学
生
時
代
に
学
ん
だ
知
識
、
資
格
等
を
生

か
す
こ
と
が
可
能
で
す
！
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

知
識
・
技
能
・
趣
味
ま
で
も
が
北
海
道
警
察

で
役
立
ち
ま
す
!!

●
一
緒
に
北
海
道
の
安
全
安
心
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　
大
切
な
家
族
・
故
郷
の
た
め
、
一
緒
に
北

海
道
の
安
全
と
安
心
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　 

余
市
警
察
署
　
　
　
二
二
ー
〇
一
一
〇

国
民
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

道
路
交
通
法
改
正

あ
お
り
運
転
厳
罰
化

●
お
得
な
付
加
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
付
加
年
金
と
は
、
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
、
学
生

等
）
が
毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
に

付
加
保
険
料
（
月
々
４
０
０
円
）
を

加
え
て
納
入
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
付
加
年
金
の
年
金
額
は
２
０
０
円

×

付
加
保
険
料
納
付
月
数
と
な
り
ま

す
。具

体
例
と
し
て
、
10
年
間
納
付
さ

れ
た
場
合
、
10
年
間
で
納
付
さ
れ
た

額
４
万
８
千
円
（
４
０
０
円×

12
月

×

10
年
）
に
対
し
、
加
算
さ
れ
る
年

金
額
は
２
万
４
千
円
（
２
０
０
円×

12
月×

10
年
）
が
毎
年
支
払
わ
れ
ま

す
。

　
付
加
保
険
料
は
申
し
出
い
た
だ
い

た
月
か
ら
お
支
払
い
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
、
納
付
書
、
口
座
振

替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
、
前
納
や
口
座
振
替
に

よ
る
割
引
が
あ
り
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
前
納
制
度
の
ご

案
内
（
保
険
料
の
前
払
い
）

　
　
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険

料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ

と
に
よ
り
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る

善
意
に
感
謝

　
次
の
皆
さ
ま
か
ら
、
本
町
へ
貴
重
な
ご
寄

附
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
小
樽
地
方
石
油
業
協
同
組
合
余
市
支
部

一
同 

様 

よ
り
▼
現
金
７
万
円
▼
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
資
金
と
し
て

●
山
口
　
操 

様
よ
り
▼
現
金
５
万
円
▼
町

振
興
目
的
と
し
て

●（
公
社
）
余
市
地
方
法
人
会 

仁
木
地
区
会 

様

（
坂
東
裕
美
会
長
）
よ
り
▼
マ
ス
ク
（
成
人
用

５
０
０
枚
・
子
ど
も
用
５
０
０
枚
）
使
い

捨
て
手
袋
２
０
０
０
枚
▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め（
町
内
小
中
学
校
へ
）早

割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り

も
割
引
額
が
多
い
６
か
月
前

納
・
１
年
度
前
納
・
２
年
度
前

納
も
あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。

１
年
度
前
納
・
２
年
度
前
納
の

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
２
月
末

締
め
切
り
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
６
か
月
前
納
の
下
期
分(

10

月
〜
３
月)

か
ら
の
申
し
込
み
締

切
日
は
８
月
末
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方

は
、
納
付
書
又
は
年
金
手
帳
、

通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持

参
の
上
、
仁
木
町
役
場
又
は
小

樽
年
金
事
務
所
、
口
座
振
替
を

希
望
す
る
金
融
機
関
へ
申
し
出

く
だ
さ
い
。

 

国
民
年
金
に
係
る
照
会
や
相
談
に

つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

小
樽
年
金
事
務
所

　 

〇
一
三
四
ー
六
五
ー
五
〇
〇
二

　 

住
民
課
住
民
係

　 

三
二
ー
二
五
一
三

◆
妨
害
（
あ
お
り
）
運
転
と
は

①
交
通
の
危
険
の
お
そ
れ

　
他
の
車
な
ど
の
通
行
を
妨
害

し
よ
う
と
、
一
定
の
違
反
に
よ

り
道
路
上
で
危
険
を
生
じ
さ
せ

た
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

・ 

適
用
さ
れ
た
場
合

▼
３
年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万

円
以
下
の
罰
金
▼
違
反
点
数
25

点
▼
免
許
取
消
し
（
欠
格
期
間
２
年
）

②
著
し
い
交
通
の
危
険

　
①
の
罪
を
犯
し
、
高
速
自
動

車
国
道
な
ど
で
他
の
車
を
停
止

さ
せ
る
な
ど
、
著
し
い
危
険
を

生
じ
さ
せ
た
場
合
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

・ 

適
用
さ
れ
た
場
合

▼
５
年
以
下
の
懲
役
又
は
100
万

円
以
下
の
罰
金
▼
違
反
点
数
35

点
▼
免
許
取
消
し
（
欠
格
期
間
３
年
）

◆
妨
害
（
あ
お
り
）
運
転
の
対

　
象
と
な
る
一
定
の
違
反
と
は

①
逆
走
な
ど
車
線
区
分
の
違
反

②
不
必
要
な
急
ブ
レ
ー
キ

③
前
車
へ
の
異
常
接
近

④
危
険
な
進
路
変
更

⑤
追
い
越
し
違
反

⑥
減
光
等
義
務
違
反

⑦
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
乱
用

⑧
安
全
運
転
義
務
違
反

⑨
高
速
自
動
車
国
道
等
で
の
最
低

速
度
違
反

⑩
高
速
自
動
車
国
道
等
で
の
停
車

や
駐
車

◆
妨
害
（
あ
お
り
）
運
転
の
加

害
者
・
被
害
者
に
な
ら
な
い

た
め
に

・ 「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
」

の
運
転
を
！

・ 

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
付

け
ま
し
ょ
う
！

・ 

あ
お
り
運
転
を
受
け
た
と
き

は
、
車
外
に
出
る
こ
と
な
く

１
１
０
番
を
！

　 

余
市
警
察
署

　 

二
二
ー
〇
一
一
〇

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
で
「
妨
害
運
転
罪
」

が
創
設
さ
れ
、
３
〜
５
年
以
下
の
懲
役
又
は

50
〜
100
万
円
以
下
の
罰
金
、
さ
ら
に
免
許
取

消
し
と
、
厳
し
い
処
分
が
科
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

平
和
を
守
る
、
力
に
な
る
。

各
種
自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
で
は
、自
衛
官
候
補
生
、一
般
曹
候

補
生
・
航
空
学
生
・
防
衛
大
学
校
学
生
・
防

衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
・
防
衛
医
科
大

学
校
看
護
学
科
学
生
・
予
備
自
衛
官
補
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹
候
補

生
の
採
用
年
齢
が
、18
歳
以
上
33
歳
未
満
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。詳
し
く
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

　 

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
小
樽
地

　  

域
事
務
所

 

　 

〇
一
三
四
ー
二
二
ー
五
五
二
一

仁
木
町
公
益
貢
献
賞

　
町
で
は
、
町
内
在
住
55
年
以
上
、
か
つ

88
歳
以
上
の
方
へ
、
町
の
公
共
事
業
及
び

公
益
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
と
し
て
、

仁
木
町
表
彰
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
賞

状
と
記
念
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

　
永
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

心
よ
り
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
然
　
別
）

丸
田

　清
二
さ
ん

駐在だ

よ
り

お問合わせ先　　電話番号　　ホームページ　　メールアドレスHPお問合わせ先　　電話番号　　ホームページ　　メールアドレスHP

戸
籍
の
窓

●
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　
金
井
　
律
空 

ち
ゃ
ん （
銀
　
山
）

　
木
田
　
　
凛 

ち
ゃ
ん （
大
　
江
）

●
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　
三
木
　
信
幸 
さ
ん （
74
歳
／
東
　
町
）

　
鎌
田
　
　
忠 

さ
ん （
86
歳
／
大
　
江
）

持続化給付金申請受付中
　新型コロナウイルスの影響で、特
に大きな影響を受ける事業者に、法
人で200万円、個人事業主で100万
円を上限に支給します。申請は電子
申請となり、右記のとおりサポート
会場を開設していますのでご利用く
ださい。（余市町のサポート会場は７月

末日で閉設となっていますのでご注意ください）

　 持続化給付金事業コールセンター
　 0120-115-570 

持続化給付金申請サポート会場のご案内 予約制

　持続化給付金の電子申請サポートを小樽
市内で行っています。事前予約制ですの
で、ご希望の方は下記までお問い合わせく
ださい。
　　0120-835-130（自動音声24時間対応） 

　　0570-077-866（係員対応9:00～18:00）

●サポート会場と会場番号（予約時に必要）

・小樽会場／会場番号0121
　〒047-0032
　小樽市稲穂２-22-１小樽経済センタービル４階

夢
、
今
叶
え
る
と
き

 

北
海
道
警
察
官
募
集
中

　
北
海
道
警
察
で
は
、
左
記
の
要
領
で
北
海

道
警
察
官
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
試
験
の
概

要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
採
用
予
定

・
男
性
Ａ
区
分
：
１
６
０
名
程
度

・
女
性
Ａ
区
分
：
50
名
程
度

・
男
性
Ｂ
区
分
：
１
５
５
名
程
度

・
女
性
Ｂ
区
分
：
55
名
程
度

②
受
付
期
間
　
８
月
21
日(

金)

ま
で

③
試
験
日
程

・
第
１
次
試
験
日
　
９
月
21
日(

月
・
祝)

●
お
詫
び
と
訂
正

広
報
仁
木
７
月
号
に
お
い
て
、

し
尿
収
集
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
左
記
の
と
お

り
、
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

最低基本料金（200ℓ） 最低基本料金
20ℓ当たり

※収集量が200ℓ超
過後の最低単価

令和２年６月30日まで

令和２年７月１日から

１，３６４円

１，５４０円

１３６円

１５４円

く
ら
し
の
伝
言
板

１件 ２人０人
２件 ３人０人

発生件数
Ｒ２年累計

Ｒ元 .7.21 ～Ｒ2.7.31 376日

７月の事故発生状況
区　分 件数 死者 負傷者

※人身事故のみの集計

200上
限

万
円

100上
限

万
円

個人事業主

法　　人

15 令和２年８月 14令和２年８月

ま
ち
の
話
題

特
集

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー



・
第
２
次
試
験
日
　
10
月
下
旬
か
ら
11
月
中
旬

●
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
！

　
北
海
道
警
察
の
仕
事
は
多
種
多
様
で
、
ど

ん
な
仕
事
に
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

●
様
々
な
知
識
、
資
格
が
役
に
立
つ
！

　
学
生
時
代
に
学
ん
だ
知
識
、
資
格
等
を
生

か
す
こ
と
が
可
能
で
す
！
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

知
識
・
技
能
・
趣
味
ま
で
も
が
北
海
道
警
察

で
役
立
ち
ま
す
!!

●
一
緒
に
北
海
道
の
安
全
安
心
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　
大
切
な
家
族
・
故
郷
の
た
め
、
一
緒
に
北

海
道
の
安
全
と
安
心
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　 

余
市
警
察
署
　
　
　
二
二
ー
〇
一
一
〇

国
民
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

道
路
交
通
法
改
正

あ
お
り
運
転
厳
罰
化

●
お
得
な
付
加
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
付
加
年
金
と
は
、
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
、
学
生

等
）
が
毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
に

付
加
保
険
料
（
月
々
４
０
０
円
）
を

加
え
て
納
入
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
付
加
年
金
の
年
金
額
は
２
０
０
円

×

付
加
保
険
料
納
付
月
数
と
な
り
ま

す
。具

体
例
と
し
て
、
10
年
間
納
付
さ

れ
た
場
合
、
10
年
間
で
納
付
さ
れ
た

額
４
万
８
千
円
（
４
０
０
円×

12
月

×

10
年
）
に
対
し
、
加
算
さ
れ
る
年

金
額
は
２
万
４
千
円
（
２
０
０
円×

12
月×

10
年
）
が
毎
年
支
払
わ
れ
ま

す
。

　
付
加
保
険
料
は
申
し
出
い
た
だ
い

た
月
か
ら
お
支
払
い
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
、
納
付
書
、
口
座
振

替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
、
前
納
や
口
座
振
替
に

よ
る
割
引
が
あ
り
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
前
納
制
度
の
ご

案
内
（
保
険
料
の
前
払
い
）

　
　
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険

料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ

と
に
よ
り
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る

善
意
に
感
謝

　
次
の
皆
さ
ま
か
ら
、
本
町
へ
貴
重
な
ご
寄

附
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
小
樽
地
方
石
油
業
協
同
組
合
余
市
支
部

一
同 

様 

よ
り
▼
現
金
７
万
円
▼
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
資
金
と
し
て

●
山
口
　
操 

様
よ
り
▼
現
金
５
万
円
▼
町

振
興
目
的
と
し
て

●（
公
社
）
余
市
地
方
法
人
会 

仁
木
地
区
会 

様

（
坂
東
裕
美
会
長
）
よ
り
▼
マ
ス
ク
（
成
人
用

５
０
０
枚
・
子
ど
も
用
５
０
０
枚
）
使
い

捨
て
手
袋
２
０
０
０
枚
▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め（
町
内
小
中
学
校
へ
）早

割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り

も
割
引
額
が
多
い
６
か
月
前

納
・
１
年
度
前
納
・
２
年
度
前

納
も
あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。

１
年
度
前
納
・
２
年
度
前
納
の

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
２
月
末

締
め
切
り
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
６
か
月
前
納
の
下
期
分(

10

月
〜
３
月)
か
ら
の
申
し
込
み
締

切
日
は
８
月
末
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方

は
、
納
付
書
又
は
年
金
手
帳
、

通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持

参
の
上
、
仁
木
町
役
場
又
は
小

樽
年
金
事
務
所
、
口
座
振
替
を

希
望
す
る
金
融
機
関
へ
申
し
出

く
だ
さ
い
。

 

国
民
年
金
に
係
る
照
会
や
相
談
に

つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

小
樽
年
金
事
務
所

　 

〇
一
三
四
ー
六
五
ー
五
〇
〇
二

　 

住
民
課
住
民
係

　 

三
二
ー
二
五
一
三

◆
妨
害
（
あ
お
り
）
運
転
と
は

①
交
通
の
危
険
の
お
そ
れ

　
他
の
車
な
ど
の
通
行
を
妨
害

し
よ
う
と
、
一
定
の
違
反
に
よ

り
道
路
上
で
危
険
を
生
じ
さ
せ

た
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

・ 

適
用
さ
れ
た
場
合

▼
３
年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万

円
以
下
の
罰
金
▼
違
反
点
数
25

点
▼
免
許
取
消
し
（
欠
格
期
間
２
年
）

②
著
し
い
交
通
の
危
険

　
①
の
罪
を
犯
し
、
高
速
自
動

車
国
道
な
ど
で
他
の
車
を
停
止

さ
せ
る
な
ど
、
著
し
い
危
険
を

生
じ
さ
せ
た
場
合
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

・ 

適
用
さ
れ
た
場
合

▼
５
年
以
下
の
懲
役
又
は
100
万

円
以
下
の
罰
金
▼
違
反
点
数
35

点
▼
免
許
取
消
し
（
欠
格
期
間
３
年
）

◆
妨
害
（
あ
お
り
）
運
転
の
対

　
象
と
な
る
一
定
の
違
反
と
は

①
逆
走
な
ど
車
線
区
分
の
違
反

②
不
必
要
な
急
ブ
レ
ー
キ

③
前
車
へ
の
異
常
接
近

④
危
険
な
進
路
変
更

⑤
追
い
越
し
違
反

⑥
減
光
等
義
務
違
反

⑦
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
乱
用

⑧
安
全
運
転
義
務
違
反

⑨
高
速
自
動
車
国
道
等
で
の
最
低

速
度
違
反

⑩
高
速
自
動
車
国
道
等
で
の
停
車

や
駐
車

◆
妨
害
（
あ
お
り
）
運
転
の
加

害
者
・
被
害
者
に
な
ら
な
い

た
め
に

・ 「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
」

の
運
転
を
！

・ 

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
付

け
ま
し
ょ
う
！

・ 

あ
お
り
運
転
を
受
け
た
と
き

は
、
車
外
に
出
る
こ
と
な
く

１
１
０
番
を
！

　 
余
市
警
察
署

　 

二
二
ー
〇
一
一
〇

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
で
「
妨
害
運
転
罪
」

が
創
設
さ
れ
、
３
〜
５
年
以
下
の
懲
役
又
は

50
〜
100
万
円
以
下
の
罰
金
、
さ
ら
に
免
許
取

消
し
と
、
厳
し
い
処
分
が
科
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

平
和
を
守
る
、
力
に
な
る
。

各
種
自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
で
は
、自
衛
官
候
補
生
、一
般
曹
候

補
生
・
航
空
学
生
・
防
衛
大
学
校
学
生
・
防

衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
・
防
衛
医
科
大

学
校
看
護
学
科
学
生
・
予
備
自
衛
官
補
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹
候
補

生
の
採
用
年
齢
が
、18
歳
以
上
33
歳
未
満
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。詳
し
く
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

　 

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
小
樽
地

　  

域
事
務
所

 

　 

〇
一
三
四
ー
二
二
ー
五
五
二
一

仁
木
町
公
益
貢
献
賞

　
町
で
は
、
町
内
在
住
55
年
以
上
、
か
つ

88
歳
以
上
の
方
へ
、
町
の
公
共
事
業
及
び

公
益
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
と
し
て
、

仁
木
町
表
彰
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
賞

状
と
記
念
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

　
永
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

心
よ
り
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
然
　
別
）

丸
田

　清
二
さ
ん

駐在だ

よ
り

お問合わせ先　　電話番号　　ホームページ　　メールアドレスHPお問合わせ先　　電話番号　　ホームページ　　メールアドレスHP

戸
籍
の
窓

●
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　
金
井
　
律
空 

ち
ゃ
ん （
銀
　
山
）

　
木
田
　
　
凛 

ち
ゃ
ん （
大
　
江
）

●
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　
三
木
　
信
幸 

さ
ん （
74
歳
／
東
　
町
）

　
鎌
田
　
　
忠 

さ
ん （
86
歳
／
大
　
江
）

持続化給付金申請受付中
　新型コロナウイルスの影響で、特
に大きな影響を受ける事業者に、法
人で200万円、個人事業主で100万
円を上限に支給します。申請は電子
申請となり、右記のとおりサポート
会場を開設していますのでご利用く
ださい。（余市町のサポート会場は７月

末日で閉設となっていますのでご注意ください）

　 持続化給付金事業コールセンター
　 0120-115-570 

持続化給付金申請サポート会場のご案内 予約制

　持続化給付金の電子申請サポートを小樽
市内で行っています。事前予約制ですの
で、ご希望の方は下記までお問い合わせく
ださい。
　　0120-835-130（自動音声24時間対応） 

　　0570-077-866（係員対応9:00～18:00）

●サポート会場と会場番号（予約時に必要）

・小樽会場／会場番号0121
　〒047-0032
　小樽市稲穂２-22-１小樽経済センタービル４階

夢
、
今
叶
え
る
と
き

 

北
海
道
警
察
官
募
集
中

　
北
海
道
警
察
で
は
、
左
記
の
要
領
で
北
海

道
警
察
官
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
試
験
の
概

要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
採
用
予
定

・
男
性
Ａ
区
分
：
１
６
０
名
程
度

・
女
性
Ａ
区
分
：
50
名
程
度

・
男
性
Ｂ
区
分
：
１
５
５
名
程
度

・
女
性
Ｂ
区
分
：
55
名
程
度

②
受
付
期
間
　
８
月
21
日(

金)

ま
で

③
試
験
日
程

・
第
１
次
試
験
日
　
９
月
21
日(

月
・
祝)

●
お
詫
び
と
訂
正

広
報
仁
木
７
月
号
に
お
い
て
、

し
尿
収
集
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
左
記
の
と
お

り
、
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

最低基本料金（200ℓ） 最低基本料金
20ℓ当たり

※収集量が200ℓ超
過後の最低単価

令和２年６月30日まで

令和２年７月１日から

１，３６４円

１，５４０円

１３６円

１５４円

く
ら
し
の
伝
言
板

１件 ２人０人
２件 ３人０人

発生件数
Ｒ２年累計

Ｒ元 .7.21 ～Ｒ2.7.31 376日

７月の事故発生状況
区　分 件数 死者 負傷者

※人身事故のみの集計

200上
限

万
円

100上
限

万
円

個人事業主

法　　人

15 令和２年８月 14令和２年８月

ま
ち
の
話
題

特
集

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー



17 令和２年８月 16令和２年８月

ま
ち
の
話
題

特
集

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

●広報『仁木』８月号発行　 総務課　 32-2511

●広報『仁木』９月号発行　 総務課　 32-2511

●リハCaféニキボー（仁木地区）　町民センター／13:30～15:30　 地域包括支援センター
　　 32-3855  ※予約制

●第１期短期集中予防サービス運動教室　  町民センター／第１部 10:00～11:30　第２部 13:30～15:00
   　 地域包括支援センター　　 32-3855  ※参加者募集中

●リハCaféニキボー（然別地区）　然別生活館／13:30～15:30　 地域包括支援センター
　　 32-3855  ※予約制

●運転免許更新時講習  一般講習／13:00～ 初回講習／14:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　  22-0110
●第２回 仁木町農業委員会総会  　委員会室／11:00～　 農業委員会　 32-3952

●仁木水泳プール・クローズ　 仁木プール・銀山プール／10:00～　 教育委員会　 32-3621

●子ども向け英会話教室（1･2年生）　 町民センター・保健センター／15:45～　 教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ

●運転免許更新時講習  違反講習／13:00～  優良講習／15:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　 22-0110

●離乳食教室　 保健センター／10:00～12:00　 ほけん課　 32-2514  ※対象者のみ

●あんしん無料法律相談　 保健センター／15:30～16:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制

　 黒川町整形外科クリニック　 22-2447　　　 今野設備　 090-3118-4433

特別定額給付金申請締切

　 よいちクリニック　 21-4570　　　 Niki配管設備　 32-2647

　 高橋配管設備　 22-5571

　 脳神経外科よいち港南クリニック　 21-5566　　 堀川管工設備工業　 23-3032

　 関組　 22-4782

　 よいち整形外科クリニック　 48-5000 　　 北悠建設　 32-3101

　 森内科胃腸科医院　 32-3455　　　 藤田設備　 32-3672

　 今野設備　 090-3118-4433

　 わたなべ内科医院　 22-3989　　　 藤田設備　 32-3672

●あんしん無料法律相談　 保健センター／13:30～14:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制

●無料法律相談　 余市中央公民館／13:00～16:00　 総務課　 32-2511  ※予約制

●仁木町営住宅入居者募集開始　 建設課　 32-2516

●仁木町営住宅入居者募集締切　 建設課　 32-2516

●いきいきクラブ  　保健センター／13:30～15:30　 地域包括支援センター　 32-3855  ※対象者のみ

●運転免許更新時講習  違反講習／13:00～  優良講習／15:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　 22-0110

●リハCaféニキボー（尾根内地区）　尾根内会館／13:30～15:30　 地域包括支援センター
　　 32-3855  ※予約制

●フォローアップ教室　 町民センター／第１部 10:00～11:30　第２部 13:30～15:00
　　地域包括支援センター　 32-3855  ※対象者のみ

●子ども体験塾第２回講座「どろんこ教室」  　町民センター／9:00～  　教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ

●子ども体験塾特別講座「わんぱく教室」  　町民センター／15:45～  　教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ

●子ども体験塾特別講座「わんぱく教室」  　町民センター／15:45～  　教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ

●子ども体験塾特別講座「わんぱく教室」  　町民センター／15:45～  　教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ

●やすらぎ大学「手芸を楽しむ」  　町民センター／9:20～ 　教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ

●３～４か月、６～７か月、９～10か月児健診　　保健センター／13:00～　 ほけん課　 32-2514　※対象者のみ

●第19回 教育長杯パークゴルフ大会　　 ふれあい遊トピア公園パークゴルフ場／8:20～
　 長内水道配管　 32-2105
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８月は北方領土返還要求運動強調月間です

　日本固有の領土である択捉島、国後島、色丹島、歯舞群島からなる北方四島返還は、道民はもとより国民
の悲願です。道では、昭和41年から８月を「北方領土返還要求運動強調月間」として、重点的な返還要求運
動を実施しています。

北方領土復帰期成同盟後志地方支部

返 還 へ　未来志向の　対話と交流
（令和元年度 北方領土に関する標語・キャッチコピー最優秀賞作品）

●子ども向け英会話教室（3･4年生）　 町民センター・保健センター／15:45～　 教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ

●子ども向け英会話教室（5･6年生）　 町民センター・保健センター／15:45～　 教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ
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●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理

●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理
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●戸籍、出生・死亡、ごみなどのお問合せは　      　住　民　課　  32-2513
●国保、介護、育児、健康相談などのお問合せは    　ほ け ん 課 　 32-2514
●その他、行政に関するお問合せは　　　　　    　総　務　課 　 32-2511

まちのカレンダー
まちの『どうしたらいいの？』は、以下の担当課までお問い合わせください

●令和２年８月 ●令和２年９月
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●広報『仁木』８月号発行　 総務課　 32-2511

●広報『仁木』９月号発行　 総務課　 32-2511

●リハCaféニキボー（仁木地区）　町民センター／13:30～15:30　 地域包括支援センター
　　 32-3855  ※予約制

●第１期短期集中予防サービス運動教室　  町民センター／第１部 10:00～11:30　第２部 13:30～15:00
   　 地域包括支援センター　　 32-3855  ※参加者募集中

●リハCaféニキボー（然別地区）　然別生活館／13:30～15:30　 地域包括支援センター
　　 32-3855  ※予約制

●運転免許更新時講習  一般講習／13:00～ 初回講習／14:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　  22-0110
●第２回 仁木町農業委員会総会  　委員会室／11:00～　 農業委員会　 32-3952

●仁木水泳プール・クローズ　 仁木プール・銀山プール／10:00～　 教育委員会　 32-3621

●子ども向け英会話教室（1･2年生）　 町民センター・保健センター／15:45～　 教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ

●運転免許更新時講習  違反講習／13:00～  優良講習／15:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　 22-0110

●離乳食教室　 保健センター／10:00～12:00　 ほけん課　 32-2514  ※対象者のみ

●あんしん無料法律相談　 保健センター／15:30～16:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制

　 黒川町整形外科クリニック　 22-2447　　　 今野設備　 090-3118-4433

特別定額給付金申請締切

　 よいちクリニック　 21-4570　　　 Niki配管設備　 32-2647

　 高橋配管設備　 22-5571

　 脳神経外科よいち港南クリニック　 21-5566　　 堀川管工設備工業　 23-3032

　 関組　 22-4782

　 よいち整形外科クリニック　 48-5000 　　 北悠建設　 32-3101

　 森内科胃腸科医院　 32-3455　　　 藤田設備　 32-3672

　 今野設備　 090-3118-4433

　 わたなべ内科医院　 22-3989　　　 藤田設備　 32-3672

●あんしん無料法律相談　 保健センター／13:30～14:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制

●無料法律相談　 余市中央公民館／13:00～16:00　 総務課　 32-2511  ※予約制

●仁木町営住宅入居者募集開始　 建設課　 32-2516

●仁木町営住宅入居者募集締切　 建設課　 32-2516

●いきいきクラブ  　保健センター／13:30～15:30　 地域包括支援センター　 32-3855  ※対象者のみ

●運転免許更新時講習  違反講習／13:00～  優良講習／15:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　 22-0110

●リハCaféニキボー（尾根内地区）　尾根内会館／13:30～15:30　 地域包括支援センター
　　 32-3855  ※予約制

●フォローアップ教室　 町民センター／第１部 10:00～11:30　第２部 13:30～15:00
　　地域包括支援センター　 32-3855  ※対象者のみ

●子ども体験塾第２回講座「どろんこ教室」  　町民センター／9:00～  　教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ

●子ども体験塾特別講座「わんぱく教室」  　町民センター／15:45～  　教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ

●子ども体験塾特別講座「わんぱく教室」  　町民センター／15:45～  　教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ

●子ども体験塾特別講座「わんぱく教室」  　町民センター／15:45～  　教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ

●やすらぎ大学「手芸を楽しむ」  　町民センター／9:20～ 　教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ

●３～４か月、６～７か月、９～10か月児健診　　保健センター／13:00～　 ほけん課　 32-2514　※対象者のみ

●第19回 教育長杯パークゴルフ大会　　 ふれあい遊トピア公園パークゴルフ場／8:20～
　 長内水道配管　 32-2105
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８月は北方領土返還要求運動強調月間です

　日本固有の領土である択捉島、国後島、色丹島、歯舞群島からなる北方四島返還は、道民はもとより国民
の悲願です。道では、昭和41年から８月を「北方領土返還要求運動強調月間」として、重点的な返還要求運
動を実施しています。

北方領土復帰期成同盟後志地方支部

返 還 へ　未来志向の　対話と交流
（令和元年度 北方領土に関する標語・キャッチコピー最優秀賞作品）

●子ども向け英会話教室（3･4年生）　 町民センター・保健センター／15:45～　 教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ

●子ども向け英会話教室（5･6年生）　 町民センター・保健センター／15:45～　 教育委員会　 32-3621  ※対象者のみ
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●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理

●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理
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●戸籍、出生・死亡、ごみなどのお問合せは　      　住　民　課　  32-2513
●国保、介護、育児、健康相談などのお問合せは    　ほ け ん 課 　 32-2514
●その他、行政に関するお問合せは　　　　　    　総　務　課 　 32-2511

まちのカレンダー
まちの『どうしたらいいの？』は、以下の担当課までお問い合わせください

●令和２年８月 ●令和２年９月

 

８
月

８
月

９
月



ま
ち
の
話
題

特
集

健
康
プ
ラ
ザ

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

ら
、
農
地
所
有
者
の
方
と
の
交
渉
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
農
地
の
こ
と
を
深
掘
り
す
る
中
で
、

こ
れ
ま
で
お
付
き
合
い
す
る
こ
と
の
な

か
っ
た
土
地
家
屋
調
査
士
の
方
や
、
造

成
、
伐
採
、
配
管
、
井
戸
掘
り
の
専
門

家
の
方
々
と
接
す
る
機
会
も
出
て
き

て
、
多
く
の
人
の
力
に
よ
っ
て
農
地
、

ひ
い
て
は
地
域
の
景
観
が
維
持
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
並
行

し
て
、
仁
木
・
余
市
の
新
規
就
農
者
の

仲
間
の
作
業
（
古
い
果
樹
の
伐
採
・
焼

却
、
整
地
、
石
拾
い
、
測
量
、
杭
打

ち
、
苗
植
え
、
灌
水
な
ど
）
を
手
伝
う

中
で
、
農
地
取
得
と
圃
場
整
備
の
様
々

な
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
、
「
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
？
」

「
ど
こ
ま
で
手
（
お
金
）
を
か
け
る

か
？
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
く
上
で
、
逆

に
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
自
分
で
も
圃
場
整
備
の
一
部

が
で
き
る
よ
う
、
近
日
、
小
型
建
設
機

械
（
ユ
ン
ボ
等
）
の
技
能
講
習
も
受
け

る
予
定
で
す
。

　
こ
う
し
て
、
「
早
く
将
来
の
事
業
の

見
通
し
を
つ
け
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

と
、
「
一
生
も
の
だ
か
ら
じ
っ
く
り
見

極
め
る
べ
き
」
と
い
う
気
持
ち
の
間
を

日
々
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
が
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
卒
業
す
る
再
来
年
の
春

に
は
自
分
の
畑
で
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
の
苗

の
作
付
け
が
開
始
で
き
る
よ
う
、
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

発行 ・ 編集／仁木町総務課   〒048-2492 北海道余市郡仁木町西町１丁目36番地1　TEL（0135）32-2511　FAX（0135）32-2700
HP ： www.town.niki.hokkaido.jp　　www.facebook.com/town.niki.hokkaido/　印刷 ： 株式会社 総北海（札幌市）

英語で「Sunflower（サ
ンフラワー）」日本では
「向日葵」など、世界中
の言語で名前に”太陽”
を意味する言葉が含まれ
る「ひまわり」。その明
るく大きな花は、私たち
をはつらつと明るい気持
ちにしてくれます。私た
ちも太陽に顔を向け、今
できることに精一杯取り
組み、コロナ禍の難局を
乗り越えていきましょ
う。（撮影場所／大江） ●お問い合わせ先　総務課広報交通係 ☎32-2511

４
月
に
東
京
か
ら
仁
木
町

に
移
住
、
将
来
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
設
立
を
目
指
し
て
の
活
動
も
２
年

目
の
夏
を
迎
え
ま
し
た
。
１
年
目
の
春

〜
秋
は
農
業
研
修
、
冬
に
は
ワ
イ
ナ

リ
ー
で
の
醸
造
研
修
や
フ
ラ
ン
ス
・
長

野
・
東
北
な
ど
国
内
外
の
ワ
イ
ン
産
地

訪
問
を
行
い
、
日
々
手
探
り
状
態
な
が

ら
も
多
く
の
貴
重
な
経
験
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
仁
木
・
余
市

の
ワ
イ
ン
関
係
の
方
々
の
緩
や
か
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
加
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
、
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
、

あ
る
い
は
「
ち
ょ
っ
と
畑
手
伝
っ
て

よ
」
と
い
う
応
援
要
請
を
い
た
だ
く
機

会
も
増
え
、
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
２
年
目
の
目
標
は
、
栽
培
・
醸
造
と

ワ
イ
ナ
リ
ー
経
営
に
関
す
る
知
見
を
一

層
深
め
る
こ
と
と
、
就
農
す
る
た
め
の

農
地
の
確
保
で
す
。
４
月
以
降
、
①
近

隣
の
ベ
テ
ラ
ン
生
産
者
の
下
で
の
農
業

研
修
、
②
仁
木
・
余
市
の
ワ
イ
ン
系
新

規
就
農
者
の
手
伝
い
、
③
農
地
探
し
を

メ
イ
ン
に
活
動
し
て
お
り
、
今
秋
以
降

は
④
道
内
の
著
名
醸
造
家
の
下
で
の
醸

造
研
修
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
中
で
も
一
番
苦
労
し
て
い

る
の
は
③
農
地
探
し
で
す
。
一
般
に
ワ

イ
ン
ぶ
ど
う
に
適
し
た
土
地
は
、
日
当

た
り
・
風
通
し
・
水
は
け
の
よ
い
斜
面

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
都
合
よ
く
農

地
情
報
が
出
て
く
る
こ
と
は
な
い
の

で
、
地
域
の
農
業
委
員
の
方
に
定
期
的

に
連
絡
を
取
っ
て
情
報
収
集
す
る
と
と

も
に
、
他
の
購
入
希
望
の
方
が
見
送
っ

た
物
件
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
な
ど
、

粘
り
強
く
可
能
性
を
探
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
耕
作
地
・
圃
場
と
し

て
は
も
ち
ろ
ん
、
住
居
や
醸
造
設
備
の

設
置
も
あ
わ
せ
て
考
え
た
場
合
、
近
く

に
水
道
が
通
っ
て
い
な
い
、
大
き
く

な
っ
た
防
風
林
が
日
陰
を
作
っ
て
し
ま

う
、
地
権
者
が
入
り
組
ん
で
い
て
境
界

が
曖
昧…

な
ど
、
微
妙
な
条
件
の
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
克
服
す
る

方
法
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
認
し
な
が

昨
年

今月の表紙

広
報
仁
木
で
は
、

広
報
の
表
紙
を
飾

る
、
町
内
の
四
季

を
切
り
取
っ
た
写

真
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
だ
け
で
な

く
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
い

た
だ
い
た
写
真
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

『
と
っ
て
お
き
の

仁
木
町
』
の
写
真

を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
応
募

方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

表
紙
写
真
募
集
中

仁木町
地
域

お
こし協力

隊
コ
ラ

ム

No.29

なぁ～に。地域をおこすって

仁木町地域おこし協力隊コラム
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特  

集
地
方
創
生
実
現
に
向
け
た

５
つ
の
新
事
業
ス
タ
ー
ト
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2020
令和２年

仁木町地域おこし協力隊コラム

●ひとの動き
　人口／3,206人（前月比＋4）  男性／1,546人（前月比－1）  女性／1,660人（前月比＋5）  世帯数／1,669世帯（前月比＋2）
　外国人人口／73人  男性／15人  女性／58人  世帯数／69世帯 （令和２年７月31日現在 住民基本台帳より ※外国人人口及び世帯数は外数です）

仁木町地域おこし協力隊

活動2年目、畑仕事に、
農地探しに、日々奮闘中！
活動2年目、畑仕事に、
農地探しに、日々奮闘中！

福　光　賢　治福　光　賢　治


